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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システム内においてハンドオーバを実行するための方法であって、
　好ましいターゲットの拡張ノードＢ（ｅＮＢ）に関する情報を備える測定報告を、ユー
ザ装置（ＵＥ）から受信することと；
　前記ＵＥに関連する現在のコンフィギュレーションを、前記好ましいターゲットｅＮＢ
に転送することと；
　トランスペアレントコンテナの中でデルタコンフィギュレーションを受信すること、前
記デルタコンフィギュレーションは、ハンドオーバを容易にするために、前記ＵＥの前記
現在のコンフィギュレーションに対して行われるべき１つまたは複数の変更を備える、と
；
　前記ＵＥのハンドオーバを容易にするために前記現在のＵＥコンフィギュレーションに
対して行われるべき１つまたは複数の変更を備える
前記デルタコンフィギュレーションを、前記トランスペアレントコンテナの中で、前記Ｕ
Ｅに対して送信することと；
を備える方法。
【請求項２】
　前記ハンドオーバは、ソースｅＮＢから前記好ましいターゲットｅＮＢに対するインタ
ーｅＮＢハンドオーバである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記デルタコンフィギュレーションは、前記好ましいターゲットｅＮＢによって生成さ
れ、そして前記変更は、前記ソースｅＮＢから前記好ましいターゲットｅＮＢへの前記Ｕ
Ｅの前記ハンドオーバのために必要とされる、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ハンドオーバは、イントラｅＮＢハンドオーバである、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記デルタコンフィギュレーションは、前記現在のコンフィギュレーションと前記好ま
しいターゲットｅＮＢに関連する前記ＵＥについての新たなコンフィギュレーションとの
間の前記好ましいターゲットｅＮＢにおける比較にもとづいて生成される、請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
　通信システム内においてハンドオーバを容易にするための装置であって、
　ハンドオーバを要求するユーザ装置（ＵＥ）の好ましいターゲットの拡張ノードＢ（ｅ
ＮＢ）に関する情報を備える少なくとも１つの測定報告を受信するために構成される、ソ
ースｅＮＢにおけるトランシーバ、
前記トランシーバは、さらに、前記ＵＥの現在のコンフィギュレーションを前記好ましい
ターゲットｅＮＢに転送するため、および、トランスペアレントコンテナの中でデルタコ
ンフィギュレーションを受信するために構成され、
前記デルタコンフィギュレーションは、ハンドオーバを容易にするために、前記ＵＥの前
記現在のコンフィギュレーションにおける変更の指定を備える、と；
　前記ＵＥについての前記デルタコンフィギュレーションを備える少なくとも１つのハン
ドオーバメッセージを生成するため、および、前記トランスペアレントコンテナの中で、
前記ハンドオーバメッセージを前記ＵＥに送信するために構成されるプロセッサと；
を備える装置。
【請求項７】
　前記ハンドオーバは、インターｅＮＢハンドオーバである、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記トランシーバは、前記好ましいターゲットｅＮＢから前記トランスペアレントコン
テナを受信するために構成される、請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　前記デルタコンフィギュレーションは、前記現在のコンフィギュレーションと前記好ま
しいターゲットｅＮＢに関連する前記ＵＥについてのコンフィギュレーションとの間の前
記好ましいターゲットｅＮＢにおける比較にもとづいて生成される、請求項６に記載の装
置。
【請求項１０】
　少なくとも１台のコンピュータに、好ましいターゲットの拡張ノードＢ（ｅＮＢ）に関
する情報を備える測定報告を、ユーザ装置（ＵＥ）から受信するようにさせるためのコー
ドと；
　少なくとも１台のコンピュータに、前記ＵＥの現在のコンフィギュレーションを前記好
ましいターゲットｅＮＢに転送させるためのコードと；
　少なくとも１台のコンピュータに、トランスペアレントコンテナの中でデルタコンフィ
ギュレーションを受信するようにさせるためのコード、
前記デルタコンフィギュレーションは、ハンドオーバを容易にするために、前記ＵＥの前
記現在のコンフィギュレーションに対して行われるべき１つまたは複数の変更を備える、
と；
　少なくとも１台のコンピュータに、前記トランスペアレントコンテナの中で前記ＵＥに
対して前記デルタコンフィギュレーションを送信するようにさせるためのコードと；
を備えるコンピュータプログラム。
【請求項１１】
　前記ハンドオーバは、インターｅＮＢハンドオーバである、請求項１０に記載のコンピ
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ュータプログラム。
【請求項１２】
　前記デルタコンフィギュレーションは、前記現在のコンフィギュレーションと前記好ま
しいターゲットｅＮＢに関連する前記ＵＥについてのコンフィギュレーションとの間の、
前記好ましいターゲットｅＮＢでの比較にもとづいて生成される、請求項１０に記載のコ
ンピュータプログラム。
【請求項１３】
　ハンドオーバを容易にするためのシステムであって、
　ソース拡張ノードＢ（ｅＮＢ）において、ハンドオーバを要求するユーザ装置（ＵＥ）
の好ましいターゲットｅＮＢに関する情報を備える測定報告を受信するための手段と；
　前記ＵＥの現在のコンフィギュレーションを前記好ましいターゲットｅＮＢに転送する
ための手段と；
　前記ソースｅＮＢにおいて、トランスペアレントコンテナの中でデルタコンフィギュレ
ーションを受信するための手段、
前記デルタコンフィギュレーションは、前記ＵＥの前記好ましいターゲットｅＮＢへのハ
ンドオーバを容易にするために、前記ＵＥの前記現在のコンフィギュレーションに対する
１つまたは複数の変更を備える、と；
　前記トランスペアレントコンテナの中で、前記デルタコンフィギュレーションを前記Ｕ
Ｅに対して送信するための手段と；
を備えるシステム。
【請求項１４】
　前記デルタコンフィギュレーションは、前記現在のコンフィギュレーションと前記好ま
しいターゲットｅＮＢに関連する前記ＵＥについてのコンフィギュレーションとの間の、
前記好ましいターゲットｅＮＢでの比較にもとづいて生成される、請求項１３に記載のシ
ステム。
【請求項１５】
　前記ハンドオーバは、インターｅＮＢハンドオーバである、請求項１３に記載のシステ
ム。
【請求項１６】
　ワイヤレス通信システムの中でインターｅＮＢハンドオーバを実行する方法であって、
　ターゲット拡張ノードＢ（ｅＮＢ）において、前記ハンドオーバを要求するユーザ装置
（ＵＥ）に関連する現在のコンフィギュレーションに関する情報を備えるハンドオーバに
ついての要求を受信することと；
　前記ハンドオーバを容易にするために必要とされる、前記現在のコンフィギュレーショ
ンに対する１つまたは複数の変更を備えるデルタコンフィギュレーションを決定すること
と；
　前記ＵＥにサーブしているソースｅＮＢに対し、トランスペアレントコンテナの中で前
記デルタコンフィギュレーションを送信することと；
を備える方法。
【請求項１７】
　前記決定することは、
　前記デルタコンフィギュレーションを決定するために、前記ターゲットｅＮＢにおいて
用いられるべき前記ＵＥに関するコンフィギュレーションを、前記現在のコンフィギュレ
ーションと比較すること、
を備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　通信システム内においてハンドオーバを容易にするための装置であって、
　ハンドオーバを要求するユーザ装置（ＵＥ）の現在のコンフィギュレーションに関する
情報を受信する、ターゲット拡張ノードＢ（ｅＮＢ）におけるレシーバと；
　前記ＵＥについての少なくとも１つのデルタコンフィギュレーションを決定するプロセ



(4) JP 5209710 B2 2013.6.12

10

20

30

40

50

ッサと、なお前記デルタコンフィギュレーションは、前記ハンドオーバを容易にするため
に、前記ＵＥの前記現在のコンフィギュレーションにおいて必要とされる１つまたは複数
の変更を示す；
　前記ＵＥにサーブしているソースｅＮＢに対し、トランスペアレントコンテナの中で前
記デルタコンフィギュレーションを送信するトランスミッタと；
を備える装置。
【請求項１９】
　前記デルタコンフィギュレーションを決定するために、
　前記プロセッサは、前記ターゲットｅＮＢにおいて用いられるべき前記ＵＥに関するコ
ンフィギュレーションを、前記現在のコンフィギュレーションと比較する、請求項１８に
記載の装置。
【請求項２０】
　少なくとも１台のコンピュータに、ターゲット拡張ノードＢ（ｅＮＢ）において、前記
ハンドオーバを要求するユーザ装置（ＵＥ）に関連する現在のコンフィギュレーションに
関する情報を備えるハンドオーバについての要求を受信するようにさせるためのコードと
；
　少なくとも１台のコンピュータに、前記ハンドオーバを容易にするために必要とされる
、前記現在のコンフィギュレーションに対する１つまたは複数の変更を備えるデルタコン
フィギュレーションを決定するようにさせるためのコードと；
　少なくとも１台のコンピュータに、前記ＵＥにサーブしているソースｅＮＢに対し、ト
ランスペアレントコンテナの中で前記デルタコンフィギュレーションを送信するようにさ
せるためのコードと；
を備えるコンピュータプログラム。
【請求項２１】
　少なくとも前記コンピュータに、前記デルタコンフィギュレーションを決定するように
させるための前記コードは、
　少なくとも前記コンピュータに、前記プロセッサは、前記ターゲットｅＮＢにおいて用
いられるべき前記ＵＥに関するコンフィギュレーションを、前記現在のコンフィギュレー
ションと比較させるようにするコード、
を備える、請求項２０に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２２】
　ユーザ装置（ＵＥ）において、ハンドオーバを行うための方法であって、
　好ましいターゲット拡張ノードＢ（ｅＮＢ）に関する情報を備える測定報告を、前記Ｕ
Ｅから送信することと；
　トランスペアレントコンテナの中でデルタコンフィギュレーションを受信すること、
前記デルタコンフィギュレーションは、前記ＵＥの現在のコンフィギュレーションに対し
て行われるべき１つまたは複数の変更を備える、と；
　前記ハンドオーバを容易にするために、前記ＵＥにいて前記デルタコンフィギュレーシ
ョンをインプリメントすることと；
を備える方法。
【請求項２３】
　前記ハンドオーバは、ソースｅＮＢから前記好ましいターゲットｅＮＢへのインターｅ
ＮＢハンドオーバである、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記デルタコンフィギュレーションは、前記現在のコンフィギュレーションと前記好ま
しいターゲットｅＮＢに関連する前記ＵＥに関するコンフィギュレーションとの間の前記
好ましいターゲットｅＮＢにおける比較にもとづいて生成される、請求項２２に記載の方
法。
【請求項２５】
　前記測定報告の中に前記ＵＥに関連する無線状態に関する情報を含むことをさらに備え
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る、請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　好ましいターゲット拡張ノードＢ（ｅＮＢ）に関する情報を備える少なくとも１つの測
定報告を、ユーザ装置（ＵＥ）において生成するプロセッサと；
　前記測定報告を送信するトランスミッタと；
　トランスペアレントコンテナの中でデルタコンフィギュレーションを備えるメッセージ
を受信するレシーバ、なお前記デルタコンフィギュレーションは、前記ハンドオーバを行
うために必要である前記ＵＥの現在のコンフィギュレーションに対する変更を備える、と
；
を備えるユーザ装置（ＵＥ）。
【請求項２７】
　前記ハンドオーバは、ソースｅＮＢから前記好ましいターゲットｅＮＢへのインターｅ
ＮＢハンドオーバである、請求項２６に記載のＵＥ。
【請求項２８】
　前記デルタコンフィギュレーションは、前記現在のコンフィギュレーションと前記好ま
しいターゲットｅＮＢに関連する前記ＵＥに関するコンフィギュレーションとの間の前記
好ましいターゲットｅＮＢにおける比較にもとづいて生成される、請求項２６に記載のＵ
Ｅ。
【請求項２９】
　少なくとも１台のコンピュータに、好ましいターゲット拡張ノードＢ（ｅＮＢ）に関す
る情報を備える測定報告を、ユーザ装置（ＵＥ）から送信するようにさせるためのコード
と；
　少なくともコンピュータに、トランスペアレントコンテナの中でデルタコンフィギュレ
ーションを受信するようにさせるためのコード、
前記デルタコンフィギュレーションは、前記ＵＥの現在のコンフィギュレーションに対し
て行われるべき１つまたは複数の変更を備える、と；
　少なくとも１台のコンピュータに、前記ハンドオーバを容易にするために、前記ＵＥに
おいて前記デルタコンフィギュレーションをインプリメントするようにさせるためのコー
ドと；
を備える、ユーザ装置（ＵＥ）におけるコンピュータプログラム。
【請求項３０】
　前記ハンドオーバは、ソースｅＮＢから前記好ましいターゲットｅＮＢへのインターｅ
ＮＢハンドオーバである、請求項２９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３１】
　前記コンピュータ可読媒体は、少なくとも１台のコンピュータに、前記測定報告の中に
前記ＵＥに関連する無線状態に関する情報を含むようにさせるためのコードをさらに備え
る、請求項３０に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３２】
　前記デルタコンフィギュレーションは、前記現在のコンフィギュレーションと前記好ま
しいターゲットｅＮＢに関連する前記ＵＥに関するコンフィギュレーションとの間の前記
好ましいターゲットｅＮＢにおける比較にもとづいて生成される、請求項２９に記載のコ
ンピュータプログラム。
【請求項３３】
　好ましいターゲット拡張ノードＢ（ｅＮＢ）に関する情報を備える、ユーザ装置（ＵＥ
）における測定報告を生成するための手段と；
　前記測定報告を送信するための手段と；
　前記ＵＥにおいて、トランスペアレントコンテナの中で、デルタコンフィギュレーショ
ンを備えるハンドオーバメッセージを受信するための手段、
前記デルタコンフィギュレーションは、前記ハンドオーバを容易にするために必要とされ
る、前記ＵＥの現在のコンフィギュレーションに対する１つまたは複数の変更を備える、
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と；
を備えるユーザ装置（ＵＥ）。
【請求項３４】
　前記デルタコンフィギュレーションは、前記現在のコンフィギュレーションと前記好ま
しいターゲットｅＮＢに関連する前記ＵＥに関するコンフィギュレーションとの間の前記
好ましいターゲットｅＮＢにおける比較にもとづいて生成される、請求項３３に記載のＵ
Ｅ。
【請求項３５】
　ターゲット拡張ノードＢ（ｅＮＢ）において、ハンドオーバを要求するユーザ装置（Ｕ
Ｅ）に関連する現在のコンフィギュレーションに関する情報を備えるハンドオーバについ
ての要求を受信すること、前記現在のコンフィギュレーションは、前記ＵＥにサーブして
いるソースｅＮＢに関連する、と；
　前記ターゲットｅＮＢに関連する前記ＵＥについてのコンフィギュレーションを識別す
ることと；
　前記現在のコンフィギュレーションと前記ターゲットｅＮＢに関連する前記ＵＥについ
ての前記コンフィギュレーションとの間の１つまたは複数の変更を識別するために、前記
現在のコンフィギュレーションを前記ターゲットｅＮＢに関連する前記ＵＥについての前
記コンフィギュレーションと比較することと；
　ハンドオーバを容易にするために、前記現在のコンフィギュレーションへの前記１つま
たは複数の変更を含む前記比較にもとづいて、デルタコンフィギュレーションを生成する
ことと；
　前記ソースｅＮＢに対し、トランスペアレントコンテナの中で前記デルタコンフィギュ
レーションを送信することと；
を備える方法。
【請求項３６】
　前記現在のコンフィギュレーションは、前記ソースｅＮＢから受信される、請求項３５
に記載の方法。
【請求項３７】
　前記ソースｅＮＢは、測定報告の中で、前記ＵＥから、前記好ましいターゲットｅＮＢ
に関する情報を受信する、請求項３６記載の方法。
【請求項３８】
　前記デルタコンフィギュレーションは、サイズを低減されたハンドオーバメッセージを
送信するために生成される、請求項３５に記載の方法。
【請求項３９】
　前記ソースｅＮＢは第１のプロトコルバージョンをサポートし、前記ターゲットｅＮＢ
は前記第１のプロトコルバージョンとは異なる第２のプロトコルバージョンをサポートす
る、請求項３５に記載の方法。
【請求項４０】
　前記ソースｅＮＢは第１の無線コンフィギュレーションポリシーをサポートし、前記タ
ーゲットｅＮＢは前記第１の無線コンフィギュレーションポリシーとは異なる第２の無線
コンフィギュレーションポリシーをサポートする、請求項３５に記載の方法。
【請求項４１】
　好ましいターゲット拡張ノードＢ（ｅＮＢ）を識別する測定報告を、ユーザ装置（ＵＥ
）にサーブしているソースｅＮＢに対し送信することにより、ハンドオーバを要求する前
記ＵＥの現在のコンフィギュレーションに関する情報を受信する、
よう構成されるターゲットｅＮＢにおけるレシーバと；
　前記ターゲットｅＮＢとの通信のために、前記ＵＥについてのコンフィギュレーション
を識別し、
　前記現在のコンフィギュレーションと前記ターゲットｅＮＢに関連する前記ＵＥについ
ての前記コンフィギュレーションとの間の１つまたは複数の変更を識別するために、前記
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現在のコンフィギュレーションを前記ターゲットｅＮＢに関連する前記ＵＥについての前
記コンフィギュレーションと比較し、
　ハンドオーバを容易にするために、前記ＵＥの前記現在のコンフィギュレーションにお
ける前記１つまたは複数の変更を含む前記比較にもとづいて、デルタコンフィギュレーシ
ョンを生成する、
ように構成されるプロセッサと；
　前記ソースｅＮＢに対し、トランスペアレントコンテナの中で前記デルタコンフィギュ
レーションを送信する、
ように構成されるトランスミッタと；
を備える装置。
【請求項４２】
　前記現在のコンフィギュレーションは、前記ソースｅＮＢから受信される、請求項４１
に記載の装置。
【請求項４３】
　前記ソースｅＮＢは、前記トランスペアレントコンテナの中で、前記ＵＥに対し前記デ
ルタコンフィギュレーションを転送する、請求項４１記載の装置。
【請求項４４】
　前記プロセッサは、サイズを低減されたハンドオーバメッセージを送信するために、前
記デルタコンフィギュレーションを生成する、請求項４１に記載の装置。
【請求項４５】
　前記ソースｅＮＢは第１のプロトコルバージョンをサポートし、前記ターゲットｅＮＢ
は前記第１のプロトコルバージョンとは異なる第２のプロトコルバージョンをサポートす
る、請求項４１に記載の装置。
【請求項４６】
　前記ソースｅＮＢは第１の無線コンフィギュレーションポリシーをサポートし、前記タ
ーゲットｅＮＢは前記第１の無線コンフィギュレーションポリシーとは異なる第２の無線
コンフィギュレーションポリシーをサポートする、請求項４１に記載の装置。
【請求項４７】
　少なくとも１つのコンピュータに、ターゲット拡張ノードＢ（ｅＮＢ）において、ハン
ドオーバを要求するユーザ装置（ＵＥ）に関連する現在のコンフィギュレーションに関す
る情報を備えるハンドオーバについての要求を受信するようさせるためのコードと；
　少なくとも１つのコンピュータに、前記ターゲットｅＮＢに関連する前記ＵＥについて
のコンフィギュレーションを識別するようにさせるためのコードと；
　少なくとも１つのコンピュータに、前記現在のコンフィギュレーションと前記ターゲッ
トｅＮＢに関連する前記ＵＥについての前記コンフィギュレーションとの間の１つまたは
複数の変更を識別するために、前記現在のコンフィギュレーションを前記ターゲットｅＮ
Ｂに関連する前記ＵＥについての前コンフィギュレーションと比較するようにさせるため
のコードと；
　少なくとも１つのコンピュータに、ハンドオーバを容易にするために、前記ＵＥの前記
現在のコンフィギュレーションに対する前記１つまたは複数の変更を含む前記比較にもと
づいて、デルタコンフィギュレーションを生成するようにさせるためのコードと；、
　少なくとも１つのコンピュータに、前記ＵＥをサーブしているソースｅＮＢに対し、ト
ランスペアレントコンテナの中で前記デルタコンフィギュレーションを送信するようにさ
せるためのコードと；
を備えるコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　本願は、その全体が、ここにおいて参照によって組み込まれている２００７年６月１９
日に出願され、そして「ハンドオーバコマンドの配信の方法および装置(A METHOD AND AP
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PARATUS DELIVERY OF HANDOVER COMMAND)」という名称の米国仮特許出願第６０／９４５
，０７０号の利益を主張するものである。
【技術分野】
【０００２】
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、音声、データ、ビデオなど、様々なタイプの通信を提供す
るために広く展開される。これらのシステムは、使用可能なシステムリソース（例えば、
帯域幅および送信パワー）を共用することにより、複数の(multiple)アクセス端末との通
信をサポートすることができる多元接続システム(multiple-access systems)とすること
ができる。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続(code division multi
ple access)（ＣＤＭＡ）システムと、時分割多元接続(time division multiple access)
（ＴＤＭＡ）システムと、周波数分割多元接続(frequency division multiple access)（
ＦＤＭＡ）システムと、３ＧＰＰロングタームエボリューション(Long Term Evolution)
（ＬＴＥ）システムと、直交周波数分割多元接続(orthogonal frequency division multi
ple access)（ＯＦＤＭＡ）システムとを含む。一般的に、ワイヤレス通信システムは、
いくつかの基地局を備え、ここで各基地局は、順方向リンクを使用して移動局と通信し、
そして各移動局（またはアクセス端末）は、逆方向リンクを使用して基地局（単数または
複数）と通信する。
【０００４】
　一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末についての通信を
同時にサポートすることができる。各端末は、順方向リンクおよび逆方向リンク上の送信
を経由して１つまたは複数の基地局と通信する。順方向リンク（またはダウンリンク）は
、基地局から端末への通信リンクを意味し、逆方向リンク（またはアップリンク）は、端
末から基地局への通信リンクを意味する。この通信リンクは、単一入力単一出力(single-
in-single-out)（ＳＩＳＯ）システム、多入力単一出力(multiple-in-single-out)（ＭＩ
ＳＯ）システム、または多入力多出力(multiple-in-multiple-out)（ＭＩＭＯ）システム
を経由して確立されることができる。
【０００５】
　ＭＩＭＯシステムは、データ送信のために複数の（ＮＴ個の）送信アンテナと、複数の
（ＮＲ個の）受信アンテナとを使用する。ＮＴ個の送信アンテナと、ＮＲ個の受信アンテ
ナとによって形成されるＭＩＭＯチャネルは、ＮＳ個の独立チャネルへと分解されること
ができ、これらの独立チャネルは空間チャネルとも称され、ここで、ＮＳ≦ｍｉｎ｛ＮＴ

，ＮＲ｝である。ＮＳ個の独立チャネルのおのおのは、次元(dimension)に対応する。複
数の送信アンテナと受信アンテナとによって生成される(created)追加の次元(dimensiona
lities)が利用される場合、ＭＩＭＯシステムは、改善された性能（例えば、より高いス
ループットおよび／またはより高い信頼性）を提供することができる。
【０００６】
　ＭＩＭＯシステムは、時分割二元(time division duplex)（ＴＤＤ）システムと、周波
数分割二元(frequency division duplex)（ＦＤＤ）システムとをサポートする。ＴＤＤ
システムにおいては、順方向リンク送信と逆方向リンク送信とは同じ周波数領域上にあり
、その結果、その相互主義(reciprocity principle)は逆方向リンクチャネルからの順方
向リンクチャネルの推定を可能にする。これにより、ｅＮＢ（進化したノードＢ(Evolved
 Node B)）は、複数のアンテナがｅＮＢにおいて使用可能であるときに、順方向リンク上
で送信ビーム形成利得(transmit beamforming gain)を抽出することができるようになる
。
【０００７】
　ＵＥは、通信を容易にするために、ＵＥが現在存在するセルをサーブしている(serving
)ｅＮＢを必要とする。しかしながら、ＵＥが、現在のロケーションから移動するときに
、それは、ＵＥをより良くサーブすることができる可能性がある別のｅＮＢに関連するカ
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バレージエリアにクロスオーバーすることができる。これは、ＵＥが、現在サーブしてい
るｅＮＢから新しいｅＮＢへのハンドオーバ(handover)を実行することを必要とする。し
かしながら、ＵＥとｅＮＢとの間の信号方式(signaling)は、信頼できる通信を提供する
ために最適化される必要がある。
【発明の概要】
【０００８】
　以下は、特許請求の範囲の主題(claimed subject matter)のいくつかの態様についての
基本的な理解を提供するために、特許請求の範囲の主題の簡略化された概要を提示してい
る。この概要は、特許請求の範囲の主題の広範な概説ではない。特許請求の範囲の主題の
重要な、または不可欠な要素を識別するようにも、特許請求の範囲の主題の範囲を示すよ
うにも意図されてはいない。その唯一の目的は、以降で提示されるさらに詳細な説明に対
する前置きとして、簡略化された形式で特許請求の範囲の主題のいくつかの概念を提示す
ることである。
【０００９】
　ワイヤレス通信システム内においてハンドオーバを実行するための一方法が、この態様
に従って開示される。ＵＥに関連する現在のコンフィギュレーションを備える測定報告(m
easurement report)が、サーブするｅＮＢによって受信される。それに応じて、それは、
ハンドオーバを容易にするために、現在のＵＥコンフィギュレーションに対して行われる
べき１つまたは複数の変更を備えるデルタコンフィギュレーション(delta configuration
)を送信する。ハンドオーバが、ソースｅＮＢから、異なるターゲットｅＮＢへのインタ
ーｅＮＢ（拡張ノードＢ(Enhanced Node B)）である場合、測定報告はＵＥからソースｅ
ＮＢへと送信され、そして好ましいターゲットｅＮＢに関する情報を備える。ソースｅＮ
Ｂは、現在のＵＥコンフィギュレーションを好ましいターゲットｅＮＢへと転送する。そ
れに応じて、ターゲットｅＮＢは、変更を伴うデルタコンフィギュレーションを生成し、
そしてそれをトランスペアレントコンテナ(transparent container)の中でソースｅＮＢ
に対して送信する。ソースｅＮＢは、コンテナの中に備えられた情報の知識を得ることな
く、トランスペアレントコンテナをＵＥへと転送する。別の態様は、イントラｅＮＢハン
ドオーバ(intra eNB handover)であるハンドオーバに関する。この場合には、ハンドオー
バを容易にするＵＥに対して送信されるハンドオーバメッセージは、ローカルコンフィギ
ュレーションと、トランスペアレントコンテナとの間の選択を備える。
【００１０】
　さらなる態様は、ハンドオーバに関連する１つまたは複数の不可欠な、または不可欠で
ない情報が、ＵＥに対して転送されることができるかどうかを測定報告から決定すること
に関する。この態様に従って、ソースｅＮＢは、１つまたは複数の不可欠な、または不可
欠でない情報が、ＵＥに対して送信されることができるかどうかを決定し、そしてその決
定に少なくとも基づいて、それは、その後にＵＥに対して転送される、ターゲットｅＮＢ
からの適切な情報を受信する。測定報告から導き出されるようなＵＥ、またはソースｅＮ
Ｂに関連する１つまたは複数の無線状態(radio conditions)に基づいて、不可欠な情報だ
けが、ＵＥに対して転送されることができる。この場合には、ソースｅＮＢが、不可欠な
情報だけを転送することについてターゲットｅＮＢに通知するか、あるいはＵＥが、ハン
ドオーバの完了のすぐ後に、ターゲットｅＮＢに対して、それがソースｅＮＢから受信し
た情報を通信するかのいずれかである。
【００１１】
　別の態様は、通信システム内のハンドオーバを容易にするための装置に関する。本装置
は、ハンドオーバを望むＵＥの現在のコンフィギュレーションに関する情報を備える測定
報告を少なくとも受信するレシーバを備える。本装置内にも備えられているプロセッサは
、ハンドオーバを容易にするために現在のＵＥコンフィギュレーションにおいて必要とさ
れる１つまたは複数の変更を示す、ＵＥについてのデルタコンフィギュレーションを備え
る少なくとも１つのハンドオーバメッセージを生成し、そしてそれをＵＥに対してメッセ
ージを送信するトランスミッタに対して提供する。
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【００１２】
　別の態様は、少なくとも１台のコンピュータに、ＵＥに関連する現在のコンフィギュレ
ーションを備える測定報告を受信するようにさせるためのコードと、少なくとも１台のコ
ンピュータに、現在のＵＥコンフィギュレーションに対して行われるべき１つまたは複数
の変更を備えるデルタコンフィギュレーションを受信するようにさせるためのコードと、
少なくとも１台のコンピュータに、ＵＥのハンドオーバを容易にするためにＵＥに対して
デルタコンフィギュレーションを送信するようにさせるためのコードとを備えるコンピュ
ータ可読媒体を備えるコンピュータプログラムプロダクトに関する。コードは、現在のＵ
Ｅコンフィギュレーションを備える測定報告をＵＥから受信することを容易にする。それ
に応じて、コードは、さらに、現在のＵＥコンフィギュレーションに対して行われるべき
１つまたは複数の変更を備えるデルタコンフィギュレーションをＵＥに対して送信するこ
とを容易にし、それによってＵＥのハンドオーバを可能にする。インターｅＮＢハンドオ
ーバにおいては、命令は、さらに、コンテナの内容を復号する必要なしにデルタコンフィ
ギュレーションを備えるトランスペアレントコンテナをＵＥに対して転送することを容易
にする。
【００１３】
　別の態様は、ハンドオーバを容易にするためのシステムに関する。本システムは、ＵＥ
に関連する現在のコンフィギュレーションを詳述する、１つまたは複数のＵＥからの１つ
または複数の測定報告を受信するための手段を備える。本システムはまた、ハンドオーバ
を要求する少なくとも１つのＵＥを識別するために測定報告を解析するための手段を備え
る。ＵＥの現在のコンフィギュレーションに対する１つまたは複数の変更を指定する少な
くとも１つのデルタコンフィギュレーションを備えるメッセージが、本システム内にやは
り備えられる送信手段によってＵＥに対して送信される。
【００１４】
　別の態様においては、ワイヤレス通信システムにおいてインターｅＮＢハンドオーバを
実行する一方法が開示される。本方法は、ハンドオーバについての要求を受信することを
備え、ここでその要求は、ハンドオーバを要求するＵＥに関連する現在のコンフィギュレ
ーションに関する情報を備える。本方法はまた、ハンドオーバを容易にするために必要と
される、現在のコンフィギュレーションに対する１つまたは複数の変更を指定するデルタ
コンフィギュレーションを決定することと、トランスペアレントコンテナの中でデルタコ
ンフィギュレーションを送信することとを容易にする。
【００１５】
　さらに別の態様においては、通信システム内においてハンドオーバを容易にするための
装置が開示される。本装置は、ハンドオーバを要求するＵＥの現在のコンフィギュレーシ
ョンに関する情報を受信するレシーバを備える。本装置内にも備えられているプロセッサ
は、ＵＥについての少なくとも１つのデルタコンフィギュレーションを決定し、ここでデ
ルタコンフィギュレーションは、ハンドオーバを容易にするために現在のＵＥコンフィギ
ュレーションにおいて必要とされる１つまたは複数の変更を示す。トランスミッタは、デ
ルタコンフィギュレーションを受信し、そしてトランスペアレントコンテナの中でデルタ
コンフィギュレーションを送信する。
【００１６】
　別の態様は、少なくとも１台のコンピュータに、ハンドオーバについての要求を受信す
るようにさせるためのコードと、なおその要求は、ハンドオーバを要求するＵＥに関連す
る現在のコンフィギュレーションに関する情報を備える；少なくとも１台のコンピュータ
に、ハンドオーバを容易にするために必要とされる、現在のコンフィギュレーションに対
する１つまたは複数の変更を指定するデルタコンフィギュレーションを決定するようにさ
せるためのコードと；少なくとも１台のコンピュータに、トランスペアレントコンテナの
中でデルタコンフィギュレーションを送信するようにさせるためのコードと；を備えるコ
ンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラムプロダクトに関する。
【００１７】
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　ワイヤレス通信システム内においてハンドオーバを実行するための一方法が別の態様に
おいて開示される。本方法は、ＵＥの現在のコンフィギュレーションを備える測定報告を
送信することと、現在のコンフィギュレーションに対して行われるべき１つまたは複数の
変更を備えるデルタコンフィギュレーションを受信することと、ハンドオーバを容易にす
るためにデルタコンフィギュレーションをインプリメントすることとのステップを備える
。ハンドオーバが、ソースｅＮＢから好ましいターゲットｅＮＢへのインターｅＮＢ（拡
張ノードＢ）ハンドオーバである場合、好ましいターゲットｅＮＢは、ＵＥに関連する無
線状態に関する情報に加えて測定報告の中でソースｅＮＢに対して示される。それに応じ
て、デルタコンフィギュレーションは、ＵＥにおいて、ソースｅＮＢからのトランスペア
レントコンテナの中で受信される。さらに、本方法は、測定報告の中で送信される無線状
態に少なくとも基づいてソースｅＮＢから１つまたは複数の不可欠な、または不可欠でな
い情報を受信するステップをさらに備える。本方法はまた、ハンドオーバの完了のすぐ後
に、ソースｅＮＢから受信される情報に関する情報を備えるメッセージをターゲットｅＮ
Ｂに対して送信することを容易にする。
【００１８】
　ワイヤレス通信システムにおいてハンドオーバを容易にするための装置が、さらに別の
態様に従って開示される。本装置は、現在のコンフィギュレーションと、ＵＥに関連する
無線状態とに関する情報を備える少なくとも１つの測定報告を生成するプロセッサを備え
る。本装置内にも備えられているトランスミッタは、測定報告を送信する。本装置はまた
、デルタコンフィギュレーションを備えるメッセージを受信するレシーバを含んでおり、
ここでデルタコンフィギュレーションは、ハンドオーバを容易にするために必要である、
現在のコンフィギュレーションに対する変更を詳述する。
【００１９】
　さらなる態様においては、主題の革新は、少なくとも１台のコンピュータに、ＵＥの現
在のコンフィギュレーションを備える測定報告を送信するようにさせるためのコードと、
少なくとも１台のコンピュータに、現在のコンフィギュレーションに対して行われるべき
１つまたは複数の変更を備えるデルタコンフィギュレーションを受信するようにさせるた
めのコードと、少なくとも１台のコンピュータに、ハンドオーバを容易にするためにデル
タコンフィギュレーションをインプリメントするようにさせるためのコードとを備えるコ
ンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラムプロダクトに関する。
【００２０】
　ハンドオーバを容易にするためのシステムが、この態様に従って開示される。本システ
ムは、現在のコンフィギュレーションと、ＵＥに関連する無線状態とを含む測定報告を生
成するための手段を備える。本システム内にも備えられている送信するための手段は、測
定報告を送信する。本システムはまた、ハンドオーバを容易にするために必要とされる、
現在のコンフィギュレーションに対する１つまたは複数の変更を詳述するデルタコンフィ
ギュレーションを含むハンドオーバメッセージを受信するための手段を備える。
【００２１】
　以下の説明と添付図面とは、特許請求の範囲の主題のある種の例示の態様を詳細に述べ
ている。しかしながら、これらの態様は、特許請求の範囲の主題の原理が使用されること
ができる様々な方法のうちの少数を示しており、そして特許請求の範囲の主題は、すべて
のそのような態様と、それらの均等物(equivalents)とを含むように意図される。特許請
求の範囲の主題の他の利点と顕著な特徴とは、図面と併せて考慮されるときに、特許請求
の範囲の主題の以下の詳細な説明から明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は、一実施形態による多元接続ワイヤレス通信システムを示している。
【図２】図２は、ＭＩＭＯシステムの中のｅＮＢと、アクセス端末（またはＵＥ）との一
実施形態のブロック図である。
【図３】図３は、ここにおいて説明される様々な態様に従うワイヤレス多元接続通信シス
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テムの説明図である。
【図４】図４は、一態様に従って実行されるハンドオーバプロシージャを示している。
【図５】図５は、インターｅＮＢハンドオーバプロシージャを実行するシステムのより詳
細なオペレーションを示している。
【図６】図６は、ここにおいて説明される様々な態様に従ってＲＲＣメッセージの実施形
態を示している。
【図７】図７は、一態様に従ってインターｅＮＢハンドオーバを実行するための一方法に
関する。
【図８Ａ】図８Ａは、一態様に従って、インターｅＮＢハンドオーバの形でターゲットｅ
ＮＢからＵＥへと不可欠な情報および／または不可欠でない情報を送信する方法に関する
。
【図８Ｂ】図８Ｂは、インター－ｅＮＢハンドオーバプロシージャでソースｅＮＢによっ
て不可欠な／不可欠でない情報をＵＥに対して送信する別の態様に関する。
【図９】図９は、一態様に従ってハンドオーバを実行する方法のフローチャートである。
【図１０】図１０は、一態様に従って情報を受信する方法のフローチャートである。
【図１１】図１１は、様々な態様に従ってデバイスの様々なコンポーネントのハイレベル
なシステム図を示している。
【図１２】図１２は、ここにおいて説明される異なる態様に従ってデバイスの様々なコン
ポーネントを示す別のハイレベルな図である。
【図１３】図１３は、主題の明細書に開示される態様に従ってハンドオーバを可能にする
一例のシステムのブロック図を示している。
【図１４】図１４は、主題の明細書に開示される態様に従ってインターｅＮｏｄｅ　Ｂハ
ンドオーバを可能にする一例のシステムのブロック図を示している。
【発明の詳細な説明】
【００２３】
　特許請求の範囲の主題は、次に図面を参照して説明され、ここで同様な参照番号は、全
体を通して同様な要素を意味するように使用される。以下の説明においては、説明の目的
のために、非常に多くの特定の詳細が、特許請求の範囲の主題の完全な理解を提供するた
めに述べられる。しかしながら、特許請求の範囲の主題は、これらの特定の詳細なしに実
行されることができることが明らかであろう。他の例においては、よく知られている構造
およびデバイスは、特許請求の範囲の主題を説明することを容易にするためにブロック図
形式で示されている。
【００２４】
　様々な実施形態が、次に図面を参照して説明され、ここで同様な参照番号は、全体を通
して同様な要素を意味するように使用される。以下の説明においては、説明の目的のため
に、非常に多くの特定の詳細が、１つまたは複数の態様についての完全な理解を提供する
ために述べられる。しかしながら、そのような実施形態（単数または複数）は、これらの
特定の詳細なしに実行されることができることが明らかであろう。他の例においては、よ
く知られている構造およびデバイスは、１つまたは複数の実施形態を説明することを容易
にするためにブロック図形式で示される。本願において使用されるように、「コンポーネ
ント」、「モジュール」、「システム」などの用語は、ハードウェア、ファームウェア、
ハードウェアとソフトウェアとの組合せ、ソフトウェア、あるいは実行中のソフトウェア
のいずれであれ、コンピュータに関連したエンティティを意味するように意図される。例
えば、コンポーネントは、それだけには限定されないが、プロセッサ上で実行されるプロ
セス、プロセッサ、集積回路、オブジェクト、実行形式(executable)、実行スレッド(thr
ead of execution)、プログラム、および／またはコンピュータとすることができる。例
証として、コンピューティングデバイス上で実行されるアプリケーションも、そのコンピ
ューティングデバイスも共に、コンポーネントとすることができる。１つまたは複数のコ
ンポーネントは、プロセスおよび／または実行スレッドの内部に存在することができ、そ
してコンポーネントは、１台のコンピュータ上に局所化され、かつ／または２台以上のコ
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ンピュータの間に分散されることができる。さらに、これらのコンポーネントは、様々な
データ構造が記憶されている様々なコンピュータ可読媒体から実行することもできる。コ
ンポーネントは、１つまたは複数のデータパケット（例えば、ローカルシステム、分散シ
ステムにおける別のコンポーネントと、かつ／またはインターネットなどのネットワーク
を通して信号を経由して他のシステムと、相互作用する１つのコンポーネントからのデー
タ）を有する信号などに従って、ローカルおよび／またはリモートのプロセスを経由して
通信することができる。
【００２５】
　様々な実施形態は、いくつかのデバイス、コンポーネント、モジュールなどを含むこと
ができるシステムの観点で提示されることになる。様々なシステムは、追加のデバイス、
コンポーネント、モジュールなどを含むことができ、かつ／または図に関連して考察され
るデバイス、コンポーネント、モジュールなどのすべてを含まなくてもよいことを理解し
、認識すべきである。これらのアプローチの組合せもまた、使用されることができる。
【００２６】
　言葉「例示の(exemplary)」は、ここにおいては、「例(example)、インスタンス(insta
nce)、または例証(illustration)としての役割を果たすこと」を意味するように使用され
る。ここにおいて「例示の」として説明されるどのような実施形態または設計も、必ずし
も他の実施形態または設計よりも好ましい、あるいは有利であると解釈されるべきである
とは限らない。言葉「リッスンすること(listening)」は、ここにおいては、受信デバイ
ス（ｅＮＢまたはＵＥ）が、与えられたチャネル上で受信しており、そして受信されたデ
ータを処理していることを意味するように使用される。
【００２７】
　様々な態様は、遷移する通信リソースに関連して推論のスキームおよび／または技法を
組み込むことができる。ここにおいて使用されるように、用語「推論(inference)」は、
一般に、イベントおよび／またはデータを経由して取り込まれるような１組の観察からシ
ステム、環境、および／またはユーザの状態について推理する(reasoning)プロセス、あ
るいはそれらの状態を推論するプロセスを意味する。推論は、特定のコンテキストまたは
アクションを識別するために使用されることができ、あるいは例えば状態についての確率
分布を生成することができる。推論は、確率論的であり、すなわちユーザの目標および意
図における不確実性という状況において、確率的推論を構築し、そして最高に予測される
ユーティリティのディスプレイアクションを考慮して、データおよびイベントの考察、ま
たは理論的決定(decision theoretic)に基づいた、関心のある状態にわたっての確率分布
の計算とすることができる。推論はまた、１組のイベントおよび／またはデータから、よ
りハイレベルのイベントを構成するために使用される技法を意味することもできる。その
ような推論は、それらのイベントが、時間的に近接して相関づけられても、または相関づ
けられなくても、そしてそれらのイベントおよびデータが、１つまたはいくつかのイベン
トおよびデータのソースに由来していようと、１組の観察されたイベントおよび／または
記憶されたイベントデータから新しいイベントまたはアクションの構築をもたらす。
【００２８】
　さらに、様々な態様が、ここにおいて、加入者局に関連して説明される。加入者局は、
システム、加入者ユニット、移動局、モバイル、リモート局、アクセスポイント、ｅＮＢ
、リモート端末、アクセス端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、モ
バイルデバイス、ポータブル通信デバイス、あるいはユーザ装置とも呼ばれる。加入者局
は、セルラ電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル(Session Initiation Prot
ocol)（ＳＩＰ）電話、ワイヤレスローカルループ(wireless local loop)（ＷＬＬ）局、
携帯型個人情報端末(personal digital assistant)（ＰＤＡ）、ワイヤレス接続機能を有
するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された他の処理デバイスとす
ることができる。
【００２９】
　さらに、ここにおいて説明される様々な態様または特徴は、標準のプログラミング技法
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および／またはエンジニアリング技法を使用した製造の方法、装置、または物品としてイ
ンプリメントされることができる。ここにおいて使用されるような用語「製造の物品」は
、任意のコンピュータ可読デバイス、キャリア、または媒体からアクセス可能なコンピュ
ータプログラムを包含するように意図される。例えば、コンピュータ可読媒体は、それだ
けには限定されないが、磁気ストレージデバイス（例えば、ハードディスク、フロッピー
（登録商標）ディスク、磁気ストリップ　・・・）、光ディスク（例えば、コンパクトデ
ィスク(compact disk)（ＣＤ）、デジタル多用途ディスク(digital versatile disk)（Ｄ
ＶＤ）　・・・）、スマートカード、およびフラッシュメモリデバイス（例えば、カード
、スティック、キードライブ　・・・）を含むことができる。さらに、ここにおいて説明
される様々なストレージ媒体は、情報を記憶するための１つまたは複数のデバイスおよび
／または他の機械可読媒体(machine readable media)を表すことができる。用語「機械可
読媒体」は、それだけに限定されることなしに、命令（単数または複数）および／または
データを記憶し、含み、かつ／または搬送することができるワイヤレスチャネルおよび様
々な他の媒体を含むことができる。
【００３０】
　ここにおいて説明される技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割
多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、直
交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、単一キャリア(Single-Carrier)ＦＤＭＡ（ＳＣ
－ＦＤＭＡ）ネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークのために使用される
ことができる。用語「ネットワーク」および「システム」は、多くの場合に交換可能に使
用される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス(Universal Terre
strial Radio Access)（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術をインプリメント
することができる。ＵＴＲＡは、広帯域－ＣＤＭＡ(Wideband-CDMA)（Ｗ－ＣＤＭＡ）と
、低チップレート(Low Chip Rate)（ＬＣＲ）とを含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２
０００規格と、ＩＳ－９５規格と、ＩＳ－８５６規格とをカバーする。ＴＤＭＡネットワ
ークは、移動通信用グローバルシステム(Global System for Mobile Communications)（
ＧＳＭ）などの無線技術をインプリメントすることができる。ＯＦＤＭＡネットワークは
、先進(Evolved)ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８０２．
１６、ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシュ－ＯＦＤＭ(Flash-OFDM)（登録商標）などの無
線技術をインプリメントすることができる。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、およびＧＳＭは、
ユニバーサルモバイル電気通信システム(Universal Mobile Telecommunication System)
（ＵＭＴＳ）の一部分である。ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）は、Ｅ－ＵＴＲ
Ａを使用するＵＭＴＳの次にやってくるリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＧＳ
Ｍ、ＵＭＴＳおよびＬＴＥは、「第３世代パートナーシッププロジェクト(3rd Generatio
n Partnership Project)」（３ＧＰＰ）と命名された組織からのドキュメントの中で説明
される。ｃｄｍａ２０００は、「第３世代パートナーシッププロジェクト２(3rd Generat
ion Partnership Project 2)」（３ＧＰＰ２）と命名された組織からのドキュメントの中
で説明される。これらの様々な無線の技術および規格は、当技術分野において知られてい
る。明確にするために、それらの技法のある種の態様は、ＬＴＥについて下記に説明され
、そしてＬＴＥの専門用語が、下記の説明の多くにおいて使用される。
【００３１】
　単一キャリア変調と周波数ドメイン等化とを利用した単一キャリア周波数分割多元接続
(Single carrier frequency division multiple access)（ＳＣ－ＦＤＭＡ）は一技法で
ある。ＳＣ－ＦＤＭＡは、ＯＦＤＭＡシステムのそれらに類似した性能と、実質的に同じ
全般的な複雑さとを有する。ＳＣ－ＦＤＭＡ信号は、その固有の単一キャリア構造のため
に、より低いピーク対平均パワー比(peak-to-average power ratio)（ＰＡＰＲ）を有す
る。ＳＣ－ＦＤＭＡは、より低いＰＡＰＲが、送信パワー効率の観点からモバイル端末を
非常に利する場合のアップリンク通信において特に大きな注目を引いてきている。それは
、現在、３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）、または先進ＵＴＲＡにおけ
るアップリンク多元接続スキームについての機能する仮定である。
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【００３２】
　図１を参照すると、一実施形態による多元接続ワイヤレス通信システムが示されている
。ｅＮＢ１００は複数のアンテナグループを含んでおり、ここで第１のグループはアンテ
ナ１０４および１０６を含み、別のグループは１０８および１１０を含み、そして追加の
グループは１１２および１１４を含む。図１においては、２つのアンテナだけが、各アン
テナグループについて示されているが、より多くの、またはより少ないアンテナが各アン
テナグループについて利用されることもできる。ＵＥ（ユーザ装置）またはＡＴ（アクセ
ス端末）１１６はアンテナ１１２および１１４と通信しており、ここでアンテナ１１２お
よび１１４は順方向リンク１２０上でＵＥ１１６に対して情報を送信し、そして逆方向リ
ンク１１８上でＵＥ１１６から情報を受信する。ＵＥ１２２はアンテナ１０６および１０
８と通信しており、ここでアンテナ１０６および１０８は順方向リンク１２６上でＵＥ１
２２に対して情報を送信し、そして逆方向リンク１２４上でＵＥ１２２から情報を受信す
る。ＦＤＤシステムにおいては、通信リンク１１８と、１２０と、１２４と、１２６とは
通信のために異なる周波数を使用することができる。例えば、順方向リンク１２０は、逆
方向リンク１１８によって使用される周波数とは異なる周波数を使用することができる。
各グループのアンテナ、および／またはそれらが通信するように設計されるエリアは、多
くの場合にアクセスポイントまたはｅＮＢのセクタと称される。本実施形態においては、
アンテナグループは、おのおの、ｅＮＢ１００によってカバーされるエリア内のセクタの
中でＵＥに対して通信するように設計される。
【００３３】
　順方向リンク１２０および１２６上の通信においては、ｅＮＢ１００の送信するアンテ
ナは、異なるＵＥ１１６および１２４についての順方向リンクの信号対雑音比を改善する
ためにビーム形成を利用する。また、そのカバレージエリアを通してランダムにまき散ら
されたＵＥに対して送信するためにビーム形成を使用するｅＮＢは、すべてのそのＵＥに
対して単一アンテナを通して送信するｅＮＢよりも、隣接するセルにおいてＵＥに対して
より少ない干渉を引き起こす。
【００３４】
　ｅＮＢは、端末と通信するために使用される固定局とすることができ、そしてアクセス
ポイント、ノードＢ、拡張ノードＢ（ｅＮＢ）、あるいは何らかの他の専門用語で称され
る。アクセス端末（ＡＴ）は、ユーザ装置（ＵＥ）、ワイヤレス通信デバイス、端末、あ
るいは何らかの他の専門用語でも呼ばれる。
【００３５】
　図２は、ＭＩＭＯシステム２００におけるｅＮＢ２１０、および、アクセス端末（ＡＴ
）またはユーザ装置（ＵＥ）２５０の一実施形態のブロック図である。ｅＮＢ２１０にお
いて、いくつかのデータストリームについてのトラフィックデータがデータソース２１２
から送信（ＴＸ）データプロセッサ２１４へと供給される。
【００３６】
　一実施形態においては、各データストリームはそれぞれの送信アンテナ上で送信される
。ＴＸデータプロセッサ２１４は、そのデータストリームが符号化されたデータを供給す
るために選択される特定の符号化スキームに基づいて、各データストリームについてのト
ラフィックデータをフォーマットし、符号化し、そしてインタリーブする。
【００３７】
　各データストリームについての符号化されたデータは、ＯＦＤＭ技法を使用してパイロ
ットデータと多重化されることができる。パイロットデータは、一般的に、知られている
方法で処理される、知られているデータパターンであり、そしてチャネル応答を推定する
ために受信するシステムにおいて使用されることができる。各データストリームについて
の多重化されたパイロットデータと、符号化されたデータとは、次いでそのデータストリ
ームが変調シンボルを供給するために選択される特定の変調スキーム（例えば、ＢＰＳＫ
、ＱＰＳＫ、Ｍ－ＰＳＫ、またはＭ－ＱＡＭ）に基づいて変調される（すなわち、シンボ
ルマッピングされる）。各データストリームについてのデータレート、符号化、および変
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調は、プロセッサ２３０によって実行される命令によって決定されることができる。
【００３８】
　次いで、すべてのデータストリームについての変調シンボルは、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセ
ッサ２２０へと供給され、このＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサはさらに、（例えば、ＯＦＤＭ
についての）変調シンボルを処理することができる。次いで、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ
２２０は、ＮＴ個の変調シンボルストリームをＮＴ個のトランシーバ（ＴＭＴＲ）２２２
ａから２２２ｔへと供給する。ある種の実施形態においては、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ
２２０は、データストリームのシンボルに対して、そしてシンボルが送信されている元の
アンテナに対して、ビーム形成重み(beamforming weights)を適用する。
【００３９】
　各トランシーバ２２２は、１つまたは複数のアナログ信号を供給するためにそれぞれの
シンボルストリームを受信し、処理し、そしてＭＩＭＯチャネル上での送信のために適切
な被変調信号を供給するために、さらにアナログ信号を条件づける（例えば、増幅し、フ
ィルタをかけ、そしてアップコンバートする）。次いで、トランシーバ２２２ａないし２
２２ｔからのＮＴ個の被変調信号は、それぞれＮＴ個のアンテナ２２４ａないし２２４ｔ
から送信される。
【００４０】
　ＵＥ２５０において、送信された被変調信号は、ＮＲ個のアンテナ２５２ａから２５２
ｒによって受信され、各アンテナ２５２からの受信信号は、それぞれのトランシーバ（Ｒ
ＣＶＲ）２５４ａから２５４ｒへと供給される。各トランシーバ２５４は、それぞれの受
信信号を条件づけ（例えば、フィルタをかけ、増幅し、そしてダウンコンバートし）、サ
ンプルを供給するために条件づけられた信号をデジタル化し、そしてさらに対応する「受
信された」シンボルストリームを供給するためにサンプルを処理する。
【００４１】
　次いで、ＲＸデータプロセッサ２６０は、ＮＴ個の「検出された」シンボルストリーム
を供給するために、特定のトランシーバ処理技法に基づいてＮＲ個のトランシーバ２５４
からのＮＲ個の受信シンボルストリームを受信し、そして処理する。受信シンボルまたは
他の情報は、関連するメモリ２７２に記憶されることができる。次いで、ＲＸデータプロ
セッサ２６０は、データストリームについてのトラフィックデータを回復するために、検
出された各シンボルストリームを復調し、デインタリーブし、そして復号する。ＲＸデー
タプロセッサ２６０による処理は、ｅＮＢ２１０におけるＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２
０と、ＴＸデータプロセッサ２１４とによって実行される処理と相補的である。
【００４２】
　プロセッサ２７０は、どのプリコーディング行列(pre-coding matrix)を使用すべきか
を定期的に決定する（下記に論じられる）。プロセッサ２７０は、行列インデックス部分
(matrix index portion)と、ランク値部分(rank value portion)とを備える逆方向リンク
メッセージを定式化(formulate)する。
【００４３】
　逆方向リンクメッセージは、通信リンクおよび／または受信データストリームに関する
様々なタイプの情報を備えることができる。例えば、逆方向リンク通信は、ＵＥ２５０か
らサービングｅＮＢ２１０への定期的な測定報告を備えることができる。これらの測定報
告はＵＥに関連する１つまたは複数の無線状態を備えることができ、あるいはハンドオー
バが望まれる場合には、好ましいターゲットｅＮＢまたは逆方向リンク通信に関する情報
は、１つまたは複数の不可欠な、または不可欠でない情報が、以下に詳述される様々な態
様に従ってＵＥによって受信されているかどうかを信号で伝えるために利用されることが
できる。逆方向リンク上で受信される情報は、関連するメモリ２３２に記憶されることが
できる。次いで、逆方向リンクメッセージは、データソース２３６からいくつかのデータ
ストリームについてのトラフィックデータも受信するＴＸデータプロセッサ２３８によっ
て処理され、変調器２８０によって変調され、トランシーバ２５４ａから２５４ｒによっ
て条件づけられ、そして送信するシステム２１０へと送信して戻される。
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【００４４】
　ｅＮＢ２１０において、受信するシステム２５０からの変調信号は、アンテナ２２４に
よって受信され、トランシーバ２２２によって条件づけられ、復調器２４０によって復調
され、そしてトランシーバシステム２５０によって送信される逆方向リンクメッセージを
抽出するためにＲＸデータプロセッサ２４２によって処理される。次いで、プロセッサ２
３０は、ビーム形成重みを決定するために、どのプリコーディング行列を使用すべきかを
決定し、次いで抽出されたメッセージを処理する。
【００４５】
　一態様においては、論理チャネルは、制御チャネルとトラフィックチャネルとに分類さ
れる。論理制御チャネルは、システム制御情報をブロードキャストするためのＤＬチャネ
ルであるブロードキャスト制御チャネル(Broadcast Control Channel)（ＢＣＣＨ）を備
える。ページング制御チャネル(Paging Control Channel)（ＰＣＣＨ）は、ページング情
報を転送するＤＬチャネルである。マルチキャスト制御チャネル(Multicast Control Cha
nnel)（ＭＣＣＨ）は、１つまたはいくつかのＭＴＣＨについてのマルチメディアブロー
ドキャストおよびマルチキャストサービス(Multimedia Broadcast and Multicast Servic
e)（ＭＢＭＳ）のスケジューリングおよび制御の情報を送信するために使用されるポイン
トツーマルチポイントＤＬチャネルである。一般に、ＲＲＣ接続を確立した後に、このチ
ャネルは、ＭＢＭＳを受信するＵＥによって使用されるだけである。専用制御チャネル(D
edicated Control Channel)（ＤＣＣＨ）は、専用制御情報を送信するポイントツーポイ
ント双方向チャネルであり、そしてＲＲＣ接続を有するＵＥによって使用される。一態様
においては、論理トラフィックチャネルは、ユーザ情報の転送のために１つのＵＥに専用
の、ポイントツーポイント双方向チャネルである専用トラフィックチャネル(Dedicated T
raffic Channel)（ＤＴＣＨ）を備える。また、トラフィックデータを送信するためのポ
イントツーマルチポイントＤＬチャネルについてのマルチキャストトラフィックチャネル
(Multicast Traffic Channel)（ＭＴＣＨ）もある。
【００４６】
　一態様においては、トランスポートチャネル(Transport Channels)は、ＤＬとＵＬとに
分類される。ＤＬトランスポートチャネルは全体のセルにわたってブロードキャストされ
、そして他の制御／トラフィックチャネルのために使用されることができるＰＨＹリソー
スにマッピングされる、ブロードキャストチャネル(Broadcast Channel)（ＢＣＨ）と、
ダウンリンク共用チャネル(Downlink Shared Channel)（ＤＬ－ＳＣＨ）と、ページング
チャネル(Paging Channel)（ＰＣＨ）、ＵＥパワーセービングのサポートのためのＰＣＨ
（ＤＲＸサイクルは、ＵＥに対してネットワークによって示される）とを備える。ＭＢＭ
Ｓに関連するＤＬトランスポートチャネルはマルチキャストチャネル(Multicast Channel
)（ＭＣＨ）である。ＵＬトランスポートチャネルは、ランダムアクセスチャネル(Random
 Access Channel)（ＲＡＣＨ）と、アップリンク共用データチャネル(Uplink Shared Dat
a Channel)（ＵＬ－ＳＤＣＨ）と、複数のＰＨＹチャネルとを備える。ＰＨＹチャネルは
、１組のＤＬチャネルとＵＬチャネルとを備える。
【００４７】
　ＤＬ　ＰＨＹのチャネルおよび信号は、以下を備える。
【００４８】
基準信号(Reference signal)（ＲＳ）
一次および二次の同期信号(Primary and Secondary Synchronization Signals)（ＰＳＳ
／ＳＳＳ）
物理ダウンリンク共用チャネル(Physical Downlink Shared Channel)（ＰＤＳＣＨ）
物理ダウンリンク制御チャネル(Physical Downlink Control Channel)（ＰＤＣＣＨ）
物理マルチキャスト信号(Physical Multicast Channel)（ＰＭＣＨ）
物理ＨＡＲＱインジケータチャネル(Physical HARQ Indicator Channel)（ＰＨＩＣＨ）
物理制御フォーマットインジケータチャネル(Physical Control Format Indicator Chann
el)（ＰＣＦＩＣＨ）
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　ＵＬ　ＰＨＹチャネルは、以下を備える。
【００４９】
物理ランダムアクセスチャネル(Physical Random Access Channel)（ＰＲＡＣＨ）
物理アップリンク制御チャネル(Physical Uplink Control Channel)（ＰＵＣＣＨ）
　チャネル品質インジケータ(Channel Quality Indicator)（ＣＱＩ）
　プリコーディング行列インジケータ(Precoding Matrix Indicator)（ＰＭＩ）
　ランクインジケータ(Rank Indicator)（ＲＩ）
　スケジューリング要求(Scheduling request)（ＳＲ）
　アップリンクＡＣＫ／ＮＡＫ
物理アップリンク共用チャネル(Physical Uplink Shared Channel)（ＰＵＳＣＨ）
サウンディング基準信号(Sounding Reference Signal)（ＳＲＳ）
　一態様においては、単一キャリア波形の低ＰＡＲ（与えられた任意の時刻に、チャネル
が、連続しており、あるいは周波数において一様に間隔が開けられている）特性を保持す
るチャネル構造が、提供される。
【００５０】
　本ドキュメントの目的のために、以下の省略形が適用される。
【００５１】
ＡＭ　　　　　肯定応答モード(Acknowledged Mode)
ＡＭＤ　　　　肯定応答モードデータ(Acknowledged Mode Data)
ＡＲＱ　　　　自動反復要求(Automatic Repeat Request)
ＢＣＣＨ　　　ブロードキャスト制御チャネル(Broadcast Control CHannel)
ＢＣＨ　　　　ブロードキャストチャネル(Broadcast CHannel)
Ｃ－　　　　　制御－(Control-)
ＣＣＣＨ　　　共通制御チャネル(Common Control CHannel)
ＣＣＨ　　　　制御チャネル(Control CHannel)
ＣＣＴｒＣＨ　符号化複合トランスポートチャネル(Coded Composite Transport Channel
)
ＣＰ　　　　　巡回プレフィックス(Cyclic Prefix)
ＣＲＣ　　　　巡回冗長度チェック(Cyclic Redundancy Check)
ＣＴＣＨ　　　共通トラフィックチャネル(Common Traffic CHannel)
ＤＣＣＨ　　　専用制御チャネル(Dedicated Control CHannel)
ＤＣＨ　　　　専用チャネル(Dedicated CHannel)
ＤＬ　　　　　ダウンリンク(DownLink)
ＤＳＣＨ　　　ダウンリンク共用チャネル(DownLink Shared CHannel)
ＤＴＣＨ　　　専用トラフィックチャネル(Dedicated Traffic CHannel)
ＦＡＣＨ　　　順方向リンクアクセスチャネル(Forward link Access CHannel)
ＦＤＤ　　　　周波数分割二元(Frequency Division Duplex)
Ｌ１　　　　　レイヤ１(Layer 1)（物理レイヤ）
Ｌ２　　　　　レイヤ２(Layer 2)（データリンクレイヤ）
Ｌ３　　　　　レイヤ３(Layer 3)（ネットワークレイヤ）
ＬＩ　　　　　長さインジケータ(Length Indicator)
ＬＳＢ　　　　最下位ビット(Least Significant Bit)
ＭＡＣ　　　　媒体アクセス制御(Medium Access Control)
ＭＢＭＳ　　　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(Multimedia Br
oadcast Multicast Service)
ＭＣＣＨ　　　ＭＢＭＳポイントツーマルチポイント制御チャネル(MBMS point-to-multi
point Control CHannel)
ＭＲＷ　　　　移動受信ウィンドウ(Move Receiving Window)
ＭＳＢ　　　　最上位ビット(Most Significant Bit)
ＭＳＣＨ　　　ＭＢＭＳポイントツーマルチポイントスケジューリングチャネル(MBMS po
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int-to-multipoint Scheduling CHannel)
ＭＴＣＨ　　　ＭＢＭＳポイントツーマルチポイントトラフィックチャネル(MBMS point-
to-multipoint Traffic CHannel)
ＰＣＣＨ　　　ページング制御チャネル(Paging Control CHannel)
ＰＣＨ　　　　ページングチャネル(Paging CHannel)
ＰＤＵ　　　　プロトコルデータユニット(Protocol Data Unit)
ＰＨＹ　　　　物理レイヤ(PHYsical layer)
ＰｈｙＣＨ　　物理チャネル(Physical CHannels)
ＲＡＣＨ　　　ランダムアクセスチャネル(Random Access CHannel)
ＲＬＣ　　　　無線リンク制御(Radio Link Control)
ＲＲＣ　　　　無線リソース制御(Radio Resource Control)
ＳＡＰ　　　　サービスアクセスポイント(Service Access Point)
ＳＤＵ　　　　サービスデータユニット(Service Data Unit)
ＳＨＣＣＨ　　共用チャネル制御チャネル(SHared channel Control CHannel)
ＳＮ　　　　　シーケンス番号(Sequence Number)
ＳＵＦＩ　　　スーパーフィールド(SUper FIeld)
ＴＣＨ　　　　トラフィックチャネル(Traffic CHannel)
ＴＤＤ　　　　時分割二元(Time Division Duplex)
ＴＦＩ　　　　トランスポートフォーマットインジケータ(Transport Format Indicator)
ＴＭ　　　　　トランスペアレントモード(Transparent Mode)
ＴＭＤ　　　　トランスペアレントモードデータ(Transparent Mode Data)
ＴＴＩ　　　　送信時間間隔(Transmission Time Interval)
Ｕ－　　　　　ユーザ－(User-)
ＵＥ　　　　　ユーザ装置(User Equipment)
ＵＬ　　　　　アップリンク(UpLink)
ＵＭ　　　　　非肯定応答モード(Unacknowledged Mode)
ＵＭＤ　　　　非肯定応答モードデータ(Unacknowledged Mode Data)
ＵＭＴＳ　　　ユニバーサルモバイル電気通信システム(Universal Mobile Telecommunic
ation System)
ＵＴＲＡ　　　ＵＭＴＳ地上波無線アクセス(UMTS Terrestrial Radio Access)
ＵＴＲＡＮ　　ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク(UMTS Terrestrial Radio Acce
ss Network)
ＭＢＳＦＮ　　マルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク(multicast bro
adcast single frequency network)
ＭＣＥ　　　　ＭＢＭＳ調整エンティティ(MBMS coordinating entity)
ＭＣＨ　　　　マルチキャストチャネル(multicast channel)
ＤＬ－ＳＣＨ　ダウンリンク共用チャネル(downlink shared channel)
ＭＳＣＨ　　　ＭＢＭＳ制御チャネル(MBMS control channel)
ＰＤＣＣＨ　　物理ダウンリンク制御チャネル(physical downlink control channel)
ＰＤＳＣＨ　　物理ダウンリンク共用チャネル(physical downlink shared channel)
ＭＢＳＦＮ　　マルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク(multicast bro
adcast single frequency network)
ＭＣＥ　　　　ＭＢＭＳ調整エンティティ(MBMS coordinating entity)
ＭＣＨ　　　　マルチキャストチャネル(multicast channel)
ＤＬ－ＳＣＨ　ダウンリンク共用チャネル(downlink shared channel)
ＭＳＣＨ　　　ＭＢＭＳ制御チャネル(MBMS control channel)
ＰＤＣＣＨ　　物理ダウンリンク制御チャネル(physical downlink control channel)
ＰＤＳＣＨ　　物理ダウンリンク共用チャネル(physical downlink shared channel)
ＰＵＣＣＨ　　物理アップリンク制御チャネル(physical uplink control channel)
ＰＵＳＣＨ　　物理アップリンク共用チャネル(physical uplink shared channel)
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　図３は、様々な態様に従うワイヤレス多元接続通信システム３００の説明図である。一
例においては、ワイヤレス多元接続通信システム３００は、複数のｅＮＢ３１０と、複数
のＵＥ３２０とを含む。各ｅＮＢ３１０は、特定の地理的エリア３０２（例えば、３０２
ａ、３０２ｂ、３０２ｃ）についての通信カバレージを提供する。用語「セル」は、その
用語が使用される状況に応じてｅＮＢおよび／またはそのカバレージエリアを意味するこ
とができる。システム容量を改善するために、アクセス端末カバレージエリアは、複数の
より小さなエリア、例えば、３つのより小さなエリア３０４ａと、３０４ｂと、３０４ｃ
とに分割されることができる。より小さな各エリアは、それぞれのｅＮＢによってサーブ
される。用語「セクタ」は、その用語が使用される状況に応じてｅＮＢおよび／またはそ
のカバレージエリアを意味することができる。セクタ化されたセルでは、そのセルのすべ
てのセクタについてのｅＮＢは、一般的にそのセルについての基地局内の同じ場所に配置
される。ここにおいて説明される信号送信技法は、セクタ化されたセルを有するシステム
、ならびにセクタ化されていないセルを有するシステムのために使用されることができる
。簡単にするために、以下の説明においては、用語「基地局」またはｅＮＢは、セクタを
サーブする局、ならびにセルをサーブする局について包括的に使用される。
【００５２】
　端末またはＵＥ３２０は、一般的にシステム全体にわたって分散されており、そして各
ＵＥは、固定されていても、あるいはモバイルであってもよい。端末は、移動局、ユーザ
装置、および／または何らかの他のデバイスとも呼ばれ、そしてそれらの機能の一部また
はすべてを含むことができる。端末は、ワイヤレスデバイス、セルラ電話、携帯型個人情
報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデムカードなどとすることができる。端末は、与えられ
た任意の瞬間に順方向リンクと、逆方向リンクとの上で、ゼロ、１つ、または複数の基地
局と通信することができる。
【００５３】
　中央集中されたアーキテクチャでは、システムコントローラ３３０は、ＡＰ３１０に結
合し、これらの基地局についての調整および制御を提供する。システムコントローラ３３
０は、単一のネットワークエンティティ、またはネットワークエンティティの集まりとす
ることができる。分散されたアーキテクチャでは、ｅＮＢ３１０は、必要に応じて互いに
通信することができる。
【００５４】
　オペレーションについての、フルおよびハーフの二元のＦＤＤ（周波数分割二元）モー
ドと、ＴＤＤ（時分割二元）モードとをサポートするワイヤレス通信システム設計の１つ
または複数の態様が、スケーラブルな帯域幅についてのサポートを用いて説明される。し
かしながら、必ずしもこのようである必要があるとは限らず、他のモードが、以上のモー
ドに加えて、あるいは以上のモードの代わりに、サポートされることもできる。さらに、
ここにおける概念およびアプローチは、ここにおいて説明される他の任意の概念またはア
プローチに関連して使用される必要がないことに注意すべきである。
【００５５】
　ＵＥが、おのおのが異なるｅＮＢによってサービスされる１つのセルから別のセルへと
移動するときハンドオーバが起こり、ここでＵＥは、変化する無線状態に起因して、現在
ＵＥをサービスしているソースｅＮＢからＵＥをサービスするためにより適したターゲッ
トｅＮＢへと移動する。この決定は、ＵＥによって送信される隣接するセルの測定値を備
えることができる、ＵＥから受信された測定報告に基づいている。ソースｅＮＢは、チャ
ネル品質情報(Channel Quality Information)（ＣＱＩ）報告の定期性や、ソースｅＮＢ
からターゲットｅＮＢへのＵＥコンテキストの転送などのハンドオーバプロシージャの他
の態様を制御する。例えば、ソースｅＮＢにおける物理レイヤは、ＵＥからの測定報告を
処理し、そして適切な表示を上位レイヤに送信することができる。
【００５６】
　図４は、一態様に従って実行されるハンドオーバプロシージャを示している。図におい
て、４０２は、モビリティトンネル(mobility tunnels)と、無線ベアラ(radio bearers)
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との間のカップリングを保持し、そしてまたＵＥ４０４に関連するＵＥコンテキストを保
持するソースまたはサービングｅＮＢである。ＵＥ４０４が１つのセルから別のセルへと
移動するときに、ソースｅＮＢ４０２は、選択されたターゲットｅＮＢ４０６に対してカ
ップリング情報とＵＥコンテキストとを送信することにより、ハンドオーバプロシージャ
についての準備を開始する。これは、その現在の無線状態を信号で伝える、ＵＥ４０４か
らの測定報告によってトリガされ、その現在の無線状態に基づいてターゲットｅＮＢ４０
６が選択される。ターゲットｅＮＢ４０６がＵＥ４０４を迎え入れる(take on)準備がで
きていることを信号で伝えるとすぐに、ソースｅＮＢ４０２は、ターゲットｅＮｏｄｅ４
０６に対するその無線ベアラを変更するようにＵＥ４０４に命令する。ハンドオフを完了
するためには、サービングゲートウェイ(serving gateway)（Ｓ－ＧＷ）は、今やＵＥ４
０４をサーブしている新しいターゲットｅＮＢ４０６を用いて、そのログ(log)をアップ
デートする必要がある。それに応じて、ＭＭＥ（モビリティ管理エンティティ(Mobility 
Management Entity)）はソースｅＮＢ４０２からターゲットｅＮＢ４０６へのモビリティ
トンネルスイッチ(mobility tunnel switch)を調整する。ＭＭＥはユーザＩＰパケットを
受信することはできないが、ＵＥのモビリティを容易にする、信号で伝えるだけのエンテ
ィティ(signaling only entity)とすることができる。それは、無線ベアラが正常に転送
されたことを示す、ターゲットｅＮＢ４０６から受信される信号に基づいて、Ｓ－ＧＷに
おけるアップデートをトリガする。
【００５７】
　上記に説明されるプロシージャに従って、ＵＥ４０４が、そのサービングｅＮＢを変更
する必要があるときに、それは、好ましいターゲットｅＮＢ４０６を含む測定報告をソー
スｅＮＢ４０２に対して送信する。これは、図の中でＵＥからソースｅＮＢへのアップリ
ンク通信（ａ）として示される。それに応じて、ソースｅＮＢは、ＨＯ（ハンドオーバ）
要求(Request)を用いてＵＥコンテキストをターゲットｅＮＢに対して転送する（ｂ）。
ターゲットｅＮＢは、ＨＯ受け入れメッセージ(HO Accept message)の中でＨＯ要求のそ
の受け入れを信号で伝える（ｃ）。ターゲットｅＮＢからのＨＯ受け入れメッセージを受
信するとすぐに、ソースｅＮＢは、ＨＯコマンド(HO Command)をＵＥに対して信号で伝え
る（ｄ）。以下にさらに詳述される異なる態様においては、ターゲットｅＮＢは、ＨＯコ
マンドをソースｅＮＢに対して送信することができ、このソースｅＮＢは、それをＵＥに
対して転送する。ＵＥからターゲットｅＮＢへのＨＯ完了メッセージ(HO Complete messa
ge)は、Ｓ－ＧＷにおけるユーザプレーンアップデート(user plane update)（ｆ）のため
に（ｅ）に示されるようにＭＭＥをトリガするためにターゲットｅＮＢによって利用され
ることができる。したがって、モビリティトンネルは、（ｇ）に示されるようにソースｅ
ＮＢ４０２からターゲットｅＮＢ４０６へと切り換えられる。
【００５８】
　図５は、上記に説明されるシステムのより詳細なオペレーションを示している。上記で
述べられるように、ＵＥを現在サーブしているソースｅＮＢからターゲットｅＮＢへのハ
ンドオーバ（「インターｅＮＢハンドオーバ(inter eNB handover)」）は、測定報告に示
されるように好ましいターゲットｅＮＢに関するＵＥからの信号に応じてすぐに起こる。
さらなる態様に従って、ソースｅＮＢは、ＨＯ要求メッセージの中でターゲットｅＮＢに
対して、要求するＵＥの現在のコンフィギュレーションを信号で伝える。この情報は、ト
ランスペアレントコンテナの中でＵＥについての完全なコンフィギュレーションまたはデ
ルタコンフィギュレーションを含む応答を定式化するために、ターゲットｅＮＢによって
使用されることができる。それ故に、ターゲットｅＮＢは、現在のＵＥコンフィギュレー
ションをターゲットｅＮＢによって必要とされるコンフィギュレーションと比較し、そし
て現在のＵＥコンフィギュレーションにおいてターゲットｅＮＢによって必要とされる変
更を備えるデルタコンフィギュレーションを生成する。デルタコンフィギュレーションは
、ＨＯ要求肯定応答メッセージの中の、ターゲットｅＮＢからソースｅＮＢへのトランス
ペアレントコンテナの中で送信されることができる。トランスペアレントコンテナは、ソ
ースｅＮＢが、そのコンテナの詳細な内容を知る必要なしにデルタコンフィギュレーショ
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ンをＵＥへと転送することを容易にする。このメカニズムは異なるプロトコルバージョン
をサポートすることができ、あるいは（例えば、異なるベンダーからであることに起因し
て）無線コンフィギュレーションについての異なるポリシーを有することができるソース
ｅＮＢとターゲットｅＮＢとの組合せを可能にする。ＵＥはＨＯコマンドメッセージの中
のソースｅＮＢによって転送されるトランスペアレントコンテナを受信することができる
。それ故に、ＵＥがハンドオーバメッセージの中のターゲットｅＮＢにおいて使用する必
要がある測定コンフィギュレーションを含むことは有利であるが、信頼できる配信のため
にハンドオーバメッセージの実際のサイズを低減させようと試みることもまた、重要であ
る。
【００５９】
　したがって、さらなる態様は、ソースｅＮＢがハンドオーバメッセージの中で送信され
る情報を選択することを可能にし、それによってＵＥに対するメッセージに含まれること
ができる情報を低減させる送信のスキームに関する。例えば、ターゲットｅＮＢは、ソー
スｅＮＢ（ｅＮＢ）における状況が、不可欠な情報と一緒に不可欠でない情報の送信を可
能にするかどうかについての知識を有さない可能性がある。それ故に、ソースｅＮＢは、
ＨＯ要求メッセージ(HO REQUEST message)の中で不可欠でないコンフィギュレーションが
送信されることができるかどうかを示す。ターゲットｅＮＢは、それが許可される場合だ
けに、ＨＯ要求肯定応答メッセージ(HO REQUEST Acknowledgement message)の中で不可欠
でないコンフィギュレーションをソースｅＮＢへと転送する。この態様に従って、他のメ
ッセージは、ＨＯ要求メッセージ／ＨＯ要求肯定応答メッセージ(HO REQUEST / HO REQUE
ST ACKNOWLEDGE messages)に加えてＸ２上で送信される必要はない。しかしながら、それ
は、不可欠でないコンフィギュレーションが、突然の無線状態変化に起因して、ＨＯコマ
ンドが送信される時刻までにＵＥに対して信頼できるように配信されることができない場
合に対処してはいない。ソースｅＮＢがこのオプションと共に有する唯一の選択肢は、不
可欠な情報および不可欠でない情報を送信しようと試みることである。ハンドオーバ中に
送信される情報に関するソースｅＮＢまたはＵＥからの余分な信号は、従来の教示に反す
る可能性があるが、それは、サービスを改善する助けをする、ＵＥの信頼できるハンドオ
ーバをもたらす。
【００６０】
　したがって、ソースｅＮＢがハンドオーバメッセージの中で不可欠でないコンフィギュ
レーションを送信すべきかどうかを選択することができるという送信のスキームは、ワイ
ヤレス通信システム内において有利である。この態様においては、ターゲットｅＮＢは、
不可欠でない情報に関する、ソースｅＮＢからの信号にかかわらず、不可欠でない情報を
ソースｅＮＢに対して送信することができる。不可欠でない情報がＵＥに対して送信され
ない場合、ソースｅＮＢは非送信をターゲットｅＮＢに対して信号で伝えることができる
。代わりに、ＨＯ完了メッセージ(HO COMPLETE message)を経由してソースｅＮＢから受
信した情報をターゲットｅＮＢに対して信号で伝えることができる。
【００６１】
　図６は、ターゲットｅＮＢにおいて使用される無線コンフィギュレーションがトランス
ペアレントコンテナの中でターゲットｅＮＢからソースｅＮＢへと信号で伝えられるとい
う、インター－ｅＮＢハンドオーバ(inter-eNB handover)の一態様に関する。さらに、ソ
ースｅＮＢからのＨＯコマンドメッセージはトランスペアレントコンテナを含んでいる。
これらは、ソースｅＮＢがコンテナの詳細な内容を理解する必要がないことを示す。上記
に述べられるように、このメカニズムは異なるプロトコルバージョンをサポートすること
ができ、または無線コンフィギュレーションについての異なるポリシーを有することがで
きる、ソースｅＮＢとターゲットｅＮＢとの組合せを可能にする。図の中で、６０２はト
ップレベルＩＥ（情報エレメント(information element)）の複数の(multiple)インスタ
ンスを有する、ＷＣＤＭＡシステムの中のＲＲＣメッセージの同等物であり、このトップ
レベルＩＥについて基本プロシージャが指定される。これは、関連のあるＩＥが、ターゲ
ットｅＮＢによってソースｅＮＢに対して提供されるインター－ｅＮＢハンドオーバメカ
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ニズムと共に機能する。インター－ｅＮＢハンドオーバの場合には、ターゲットｅＮＢか
ら受信されるトランスペアレントコンテナをＲＲＣ接続変更コマンドメッセージ(RRC CON
NECTION CHANGE COMMAND message)の中に入れる。これは、トランスペアレントコンテナ
の中のトップレベルＩＥを含めてターゲットｅＮＢを経由して達成される。それに応じて
、トランスペアレントコンテナを使用することができるトップレベルＩＥでは、ソースｅ
ＮＢによるローカルコンフィギュレーションと、トランスペアレントコンテナとの間の選
択(CHOICE)は、ＲＲＣ接続変更コマンドメッセージ６０４に示されるように指定されるこ
とができる。したがって、メッセージ６０４は、トランスペアレントコンテナを有するイ
ンター－ｅＮＢハンドオーバ、ならびにローカルコンフィギュレーションを有するイント
ラ－ｅＮＢハンドオーバ(intra-eNB handover)の両方を容易にする。後者の場合には、Ｕ
Ｅは、１つのセルから同じｅＮＢに関連する別のセルへと移動することができ、それ故に
トランスペアレントコンテナを必要としないことになる。前者の場合には、ＵＥは、プロ
トコルのどのリリースをコンテナが含むかを見出すために、トランスペアレントコンテナ
を復号することができる。これは、Ｘ２インターフェース（インターｅＮＢハンドオーバ
を容易にするＬＴＥの中のｅＮＢの間で定義される追加のインターフェース）上で転送さ
れるトップレベルＩＥだけ（但し、全体のメッセージではない）を有することを容易にす
る。それ故に、メッセージ６０４から分かるように、選択オプション(CHOICE option)は
、ＵＥが同じｅＮＢにとどまるローカルコンフィギュレーションと、ＵＥが１つのｅＮＢ
から異なるｅＮＢへと移動するトランスペアレントコンテナとの間にトップレベルＩＥを
分離する。
【００６２】
　説明の簡単の目的のために、例えば、フローチャートの形式で、ここにおいて示される
１つまたは複数の方法は、一連の動作(acts)として示され説明されるが、いくつかの動作
は、本発明に従って、ここにおいて示され説明される順序とは異なる順序で、かつ／また
は他の動作と同時に起こることができるので、本発明は動作の順序によって限定されない
ことを理解し認識すべきである。例えば、当業者は、方法が、代わりに状態図などの中の
一連の相互に関係した状態またはイベントとして表されることができることを理解し、認
識するであろう。さらに、必ずしもすべての例示された動作が本発明に従って一方法をイ
ンプリメントするために必要とされる可能性があるとは限らない。
【００６３】
　図７は、一態様に従ってインターｅＮＢハンドオーバを実行するための方法７００に関
する。本方法は７０２において開始され、ここでソースｅＮＢは、好ましいターゲットｅ
ＮＢに関する情報を備える、ＵＥからの測定報告を受信する。７０４において、ＵＥの現
在のコンフィギュレーションに関する情報を備えるＨＯ要求メッセージ(HO REQUEST mess
age)がソースｅＮＢによって好ましいターゲットｅＮＢに対して転送される。７０６にお
いて、ソースｅＮＢはターゲットｅＮＢからＨＯ要求ＡＣＫメッセージ(HO REQUEST ACK 
message)（ハンドオーバ要求肯定応答）を受信する。より詳細な一態様においては、肯定
応答メッセージはデルタコンフィギュレーションを備えることができ、ここでターゲット
ｅＮＢは、ＨＯ要求メッセージの中で受信される現在のＵＥコンフィギュレーションを比
較し、そして現在のＵＥコンフィギュレーションにおいてそれが肯定応答メッセージの中
のデルタコンフィギュレーションとして必要とする変更を指定する。さらなる一態様にお
いては、デルタコンフィギュレーションはトランスペアレントコンテナの中で指定される
ことができる。７０８において、ＨＯコマンドメッセージ(HO COMMAND message)を経由し
てデルタコンフィギュレーションを指定するトランスペアレントコンテナをＵＥに対して
転送する。このメッセージはソースｅＮＢからターゲットｅＮＢへのＵＥの転送を容易に
する。トランスペアレントコンテナは、ソースｅＮＢがＨＯコマンドメッセージを定式化
するためにデルタコンフィギュレーションの詳細を検査する必要性を軽減し、そしてその
代わりにソースｅＮＢはただ、ＨＯコマンドメッセージの中でトランスペアレントコンテ
ナをＵＥに対して転送する。このプロセスは、その後に終了ブロックに到達する。
【００６４】
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　図８Ａは、一態様に従ってインターｅＮＢハンドオーバの中でターゲットｅＮＢからＵ
Ｅへと不可欠な情報および／または不可欠でない情報を送信する方法８００に関する。プ
ロシージャは８０２において開始され、ここでソースｅＮＢは、それがサーブするＵＥか
らの測定報告を備えるメッセージを受信する。測定メッセージは、ＵＥに関連する現在の
無線状態だけでなく、ＵＥが好むターゲットｅＮＢも示す。ＵＥに関連する無線状態に少
なくとも基づいて、ソースｅＮＢは、ＵＥに対して送信されることができる情報を決定す
る。より詳細には、ソースｅＮＢは、ターゲットｅＮＢから受信されるハンドオーバに関
する不可欠でない任意の情報が、８０４に示されるようにＵＥに対して送信されることが
できるかどうかを決定する。例えば、ＵＥが、良好なＳＮＲ特性または有利なサービス条
件(service terms)を有する場合、ソースｅＮＢは、不可欠な情報および不可欠でない情
報を含むすべての情報が、ＵＥに対して送信されることができると結論を下すことができ
る。逆に、ＵＥが、少量のリソースに面している場合、そのときにはハンドオーバを行う
ために不可欠な情報だけが、それに対して送信されることができる。ＵＥが、有利な無線
状態を有する場合、そのときにはソースｅＮＢは、８０８に示されるようにＵＥに対して
送信するために不可欠な情報と不可欠でない情報との両方を通信するようにターゲットｅ
ＮＢに対して信号で伝え、そうでなければ不可欠な情報だけが、８０６に示されるように
ターゲットｅＮＢから要求される。これは、一態様に従ってＨＯ要求メッセージの中でソ
ースｅＮＢによって信号で伝えられることができる。適切なＨＯ要求メッセージを送信す
るとすぐに、ソースｅＮＢは、８１０に示されるように要求された情報を備えるＨＯ要求
ＡＣＫメッセージを受信する。この情報は、８１２に示されるようにＨＯコマンドメッセ
ージの中でＵＥに対して転送される。さらなる一態様に従って、情報はトランスペアレン
トコンテナの中でターゲットｅＮＢによってソースｅＮＢに対して送信され、このトラン
スペアレントコンテナの内容はソースｅＮＢによって検査されず、そしてその代わりに、
ソースｅＮＢはただ、ＨＯコマンドメッセージの中でトランスペアレントコンテナをＵＥ
に対して転送する。
【００６５】
　図８Ｂは、インター－ｅＮＢハンドオーバプロシージャの中でソースｅＮＢによってＵ
Ｅに対して不可欠な／不可欠でない情報を送信する別の態様に関するフローチャート８２
０を示している。プロシージャは、８２２において開始され、ここでソースｅＮＢは、有
利な無線状態を示す、ＵＥからの測定メッセージを受信する。それに応じて８２４におい
て、ソースｅＮＢは好ましいターゲットｅＮＢからの不可欠な情報および不可欠でない情
報を要求する。８２６において、１つまたは複数のソースｅＮＢまたはＵＥに関連する無
線状態が変化しているかどうかが決定される。無線状態に変化がない場合、そのときには
ターゲットｅＮＢから受信されるすべての情報は、８２８に示されるようにソースｅＮＢ
によってＵＥに対して送信される。１つまたは複数のＵＥまたはソースｅＮＢに関連する
無線状態に変化がある場合、８３０に示されるように変化が有利な変化であるかどうかが
決定される。変化が有利である場合、プロセスは８２８へと戻り、ここで不可欠な情報と
不可欠でない情報との両方を備えるすべての受信された情報がソースｅＮＢによってＵＥ
に対して送信される。しかしながら、変化が有利でないことが８３０において決定される
場合、そのときには、ソースｅＮＢは、８３２に示されるように不可欠な情報だけを送信
する。ターゲットｅＮＢは、８３４に示されるように不可欠でない情報の通信の欠如につ
いて通知され、そしてプロシージャは停止ブロックにおいて終了する。代わりに、プロシ
ージャはターゲットｅＮＢに通知することなく終了することができ、そしてその代わりに
ＵＥは、それが送信するＨＯ完了メッセージ(HO COMPLETE message)の中でそれが受信し
たすべての情報についてターゲットｅＮＢに通知する。
【００６６】
　図９は、一態様に従ってハンドオーバを実行する方法のフローチャート９００である。
本方法は９０２において開始され、ここでインターｅＮＢハンドオーバを望むＵＥは、そ
れをサーブするソースｅＮＢに対して測定報告を備えるメッセージを送信する。測定メッ
セージは、ＵＥと、その現在のコンフィギュレーションと、好ましいターゲットＵＥとに
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関連する無線状態に関する情報を備える。それに応じて、ＨＯコマンドメッセージ(HO CO
MMAND message)は、９０４に示されるように、ソースｅＮＢから受信され、ここでメッセ
ージは、好ましいターゲットｅＮＢに対して転送されるようにするために現在のＵＥコン
フィギュレーションに対する変更を詳述するデルタコンフィギュレーションに関する情報
を備える。より詳細な一態様に従って、このコンフィギュレーションは、トランスペアレ
ントコンテナの中で送信されるデルタコンフィギュレーションとすることができる。別の
態様においては、ＵＥは、その現在のコンフィギュレーションを保持していることができ
、ここでトランスペアレントコンテナの内容は、現在のＵＥコンフィギュレーションに対
する変更を引き起こさない。それに応じて、９０６において、ＵＥが、その現在のコンフ
ィギュレーションに関連する任意のパラメータを変更すべきかどうかが決定される。そう
である場合、そのときにはＨＯコマンドメッセージの中の受信されたデルタコンフィギュ
レーションの中で詳述される変更は、９０８に示されるように現在のコンフィギュレーシ
ョンとしてインプリメントされ、そしてＵＥは、９１０に示されるように好ましいターゲ
ットｅＮＢに関連づけられる。９０６において、現在のＵＥコンフィギュレーションに対
して変更が必要でないことが決定される場合、そのときにはＵＥは、９１２に示されるよ
うにその現在のコンフィギュレーションを保持する。プロシージャは９１０へと移動し、
ここでＵＥは好ましいターゲットｅＮＢに関連づけ、そしてプロシージャは、その後に停
止ブロックにおいて終了する。ここにおいて説明される方法は、１つのｅＮＢから別のｅ
ＮＢへのＵＥのハンドオーバを詳述するが、ＵＥが、インターｅＮＢハンドオーバを実行
することは、必ずしも必要とは限らないことが、理解されることができる。ＵＥが、同じ
ｅＮＢに関連するセルの間で移動するときに、同じプロシージャが、イントラｅＮＢハン
ドオーバについても適用されることができる。
【００６７】
　図１０は、一態様に従って情報を受信する方法のフローチャート１０００である。本方
法は１００２において開始され、ここでインターｅＮＢハンドオーバを必要とするＵＥは
、そのソースｅＮＢに対して測定報告を送信する。測定報告は、ＵＥと、ＵＥによって好
まれるターゲットｅＮＢとに関連する無線状態に関する情報を備えることができる。受信
された測定報告に基づいて、ソースｅＮＢは、ＵＥが、好ましいターゲットｅＮＢからの
不可欠な情報および不可欠でない情報を受信することができるかどうか、あるいは不可欠
な情報だけが転送されるべきかどうかを決定する。それに応じて、測定報告からの無線状
態のその認識に基づいてソースｅＮＢによって含められる情報を備えるＨＯコマンドメッ
セージが、１００４においてＵＥによって受信される。１００６において、ソースｅＮＢ
から受信されるメッセージは復号され、そして１００８において、送信される情報は決定
される。本方法は、１０１０に示されるように好ましいターゲットｅＮＢに対してハンド
オーバと共に進む。１０１２において、ハンドオーバの完了のすぐ後に、ＵＥは、それが
ＨＯ完了メッセージの中でソースｅＮＢから受信した情報をターゲットｅＮＢに対して送
信し、それによって不可欠でない情報の受信／受信の欠如についてターゲットｅＮＢに通
知している。
【００６８】
　図１１は、様々な態様に従ってデバイスの様々なコンポーネントのハイレベルのシステ
ム図を示している。デバイス１１００は、ｅＮｏｄｅ　Ｂ、ＵＥ、またはそれらの組合せ
とすることができることを理解すべきである。そのデバイスは、ここにおいて説明される
ようなハードウェア、ソフトウェア、およびサービスを利用した様々なエンティティに対
する通信を受信することと、送信することとを容易にする通信コンポーネント１１０２を
備える。通信コンポーネント１１０２は、単一のエンティティとして示されているが、別
個の送信コンポーネントと受信コンポーネントとが通信を送信し、そして受信するために
使用されることができる。一態様に従って、デバイス１１００は、ｅＮｏｄｅ　Ｂとして
動作することができ、そして通信コンポーネント１１０２は、１つまたは複数のリソース
要求、データ送信などに関連した様々なＵＥから通信を受信する。解析コンポーネント１
１０４は、ハンドオーバを要求している任意のＵＥを識別するために様々なＵＥから受信
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される通信を解析する。解析コンポーネント１１０４は、単一の組、または複数の組のプ
ロセッサまたはマルチコアプロセッサを含むことができ、ここでプロセッサは、それに関
連する無線状態を決定するために、またはハンドオーバを要求するＵＥについての好まし
いターゲットｅＮＢを決定するために、ＵＥから受信されるメッセージを復号すること、
ハンドオーバを要求するためのメッセージを定式化すること、ＵＥについてのデルタコン
フィギュレーションを生成することなど、ハンドオーバを容易にするための情報を生成す
ることなど他のオペレーションを実行することができる。さらに、解析コンポーネント１
１０４は、一体化された処理システムおよび／または分散された処理システムとしてイン
プリメントされることができる。解析コンポーネント１１０４によって収集される情報は
、さらに処理するためにメモリ１１０６／データストア１１０８に記憶されることができ
る。メモリ１１０６は、ランダムアクセスメモリ(random access memory)（ＲＡＭ）、リ
ードオンリーメモリ(read only memory)（ＲＯＭ）、またはそれらの組合せを含むことが
できる。データストア１１０８は、ここにおいて説明される態様に関連して使用される情
報と、データベースと、プログラムとのマスストレージを提供するハードウェアおよび／
またはソフトウェアの適切な任意の組合せとすることができる。
【００６９】
　図１２は、ここにおいて説明される異なる態様に従ってデバイス１２００の様々なコン
ポーネントを示す別のハイレベル図である。デバイス１２００は、ｅＮｏｄｅ　Ｂ、ＵＥ
、またはそれらの組合せとすることができる。デバイスは、様々な通信を送信するための
送信コンポーネント１２０２を備える。デバイスが、ＵＥとして動作している場合、その
ときには送信コンポーネント１２０２は、サービングｅＮｏｄｅ　Ｂ／基地局に対してア
ップリンク上で様々な通信を送信することができる。通信は、無線状態を通信する測定報
告や、ハンドオーバについての好ましいターゲットｅＮＢなど、リソース要求、割り当て
られたリソース上でのデータ送信、あるいは他の制御通信を含むことができる。デバイス
は、ｅＮｏｄｅ　Ｂ、他のＵＥ、またはそれらの組合せを含めて様々なエンティティから
の通信を受信するための受信コンポーネント１２０４も備える。一態様に従って、デバイ
ス１２００は、ハンドオーバを要求する測定報告を送信するとすぐにＨＯコマンドメッセ
ージなどの制御メッセージの送信を受信することができる。これらのメッセージは、デー
タストア１２０６に記憶されることができる。データストア１２０６は、ここにおいて説
明される態様に関連して使用される情報と、データベースと、プログラムとのマスストレ
ージを提供するハードウェアおよび／またはソフトウェアの適切な任意の組合せとするこ
とができる。デバイス１２００は、オプショナルに、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、またはそれらの組合せを含めて揮発性／不揮発性の
メモリ１２０８を備えることができる。受信されたメッセージは、処理コンポーネント１
２１０によって復号され、そして処理される。一態様に従って、ハンドオーバに関連した
メッセージは、ハンドオーバを容易にするために１つまたは複数の不可欠な情報、または
不可欠でない情報を備えることができる。そのような制御メッセージから復号される情報
は、メモリ１２０８および／またはデータストア１２０６に記憶され、そしてハンドオー
バまたは他のプロシージャを制御するために処理コンポーネント１２１０によって使用さ
れることができる。
【００７０】
　次に、開示される主題の態様を可能にすることができるシステムが、図１３および１４
に関連して説明される。そのようなシステムは機能ブロックを含むことができ、これらの
機能ブロックは、プロセッサまたは電子機械、ソフトウェア、あるいはそれらの組合せ（
例えば、ファームウェア）によってインプリメントされる機能を表す機能ブロックとする
ことができる。
【００７１】
　図１３は、主題の明細書に開示される態様に従ってハンドオーバを可能にする一例のシ
ステム１３００のブロック図を示している。システム１３００は、例えば、基地局内に少
なくとも部分的に存在することができる。システム１３００は、連動して動作することが
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できる電子コンポーネントの論理的グループ分け１３１０を含んでいる。主題の革新の一
態様においては、論理的グループ分け１３１０は、ＵＥに関連する現在のコンフィギュレ
ーションを詳述する、１つまたは複数のＵＥからの１つまたは複数の測定報告を受信する
ための電子コンポーネント１３１５と、ハンドオーバを要求する少なくとも１つのＵＥを
識別するために測定報告を解析するための電子コンポーネント１３２５と、ＵＥの現在の
コンフィギュレーションに対する１つまたは複数の変更を指定する少なくとも１つのデル
タコンフィギュレーションを備えるメッセージをＵＥに対して送信するための電子コンポ
ーネント１３３５とを含む。
【００７２】
　システム１３００は、電子コンポーネント１３１５、１３２５、および１２３５に関連
する機能を実行するための命令、ならびにそのような機能を実行中に生成されることがで
きる測定され、または計算されたデータ、を保持するメモリ１３４０を含むこともできる
。メモリ１３４０の外部にあるように示されているが、電子コンポーネント１３１５、１
３２５、および１３３５のうちの１つまたは複数は、メモリ１３４０内に存在することが
できることを理解すべきである。
【００７３】
　図１４は、主題の明細書に説明される態様に従ってインターｅＮＢハンドオーバを可能
にする一例のシステム１４００のブロック図を示している。システム１３００は、例えば
、モバイル内に少なくとも部分的に存在することができる。システム１４００は、連動し
て動作することができる電子コンポーネントの論理的グループ分け１４１０を含んでいる
。主題の革新の一態様においては、論理的グループ分け１４１０は、ＵＥに関連する現在
のコンフィギュレーションと無線状態とを備える測定報告を生成するための電子コンポー
ネント１４１５と、測定報告を送信するための電子コンポーネント１４２５と、ハンドオ
ーバを容易にするために必要とされる、現在のコンフィギュレーションに対する１つまた
は複数の変更を詳述するデルタコンフィギュレーションを備えるハンドオーバメッセージ
を受信するための電子コンポーネント１４３５とを含む。
【００７４】
　システム１４００は、電子コンポーネント１４１５、１４２５、および１４３５に関連
する機能を実行するための命令、ならびにそのような機能を実行中に生成されることがで
きる測定され、または計算されたデータを保持するメモリ１４４０を含むこともできる。
メモリ１４４０の外部にあるように示されているが、電子コンポーネント１４１５、１４
２５、および１４３５のうちの１つまたは複数は、メモリ１４４０内に存在することがで
きることを理解すべきである。
【００７５】
　上記に説明されてきているものは、様々な実施形態の例を含んでいる。実施形態を説明
する目的のためにコンポーネントまたは方法のあらゆる考えられる組合せを説明すること
は、もちろん可能ではないが、当業者は、多数のさらなる組合せおよび置換が可能である
ことを認識することができる。したがって、詳細な説明は、添付の特許請求の範囲の精神
および範囲内に含まれるすべてのそのような変更、修正、および変形を包含するように意
図される。
【００７６】
　特に、そして上記に説明されたコンポーネント、デバイス、回路、システムなどによっ
て実行される様々な機能に関してそのようなコンポーネントを説明するために使用される
用語（「手段」に対する参照を含む）は、たとえ実施形態のここにおいて示される例示の
態様における機能を実行する開示された構造と構造的に同等でないとしても、別のやり方
で示されていない限り、説明されたコンポーネントの指定された機能（例えば、機能的な
同等物）を実行する任意のコンポーネントに対応するように意図される。これに関連して
、実施形態は、様々な方法の動作および／またはイベントを実行するためのシステム、な
らびにコンピュータ実行可能命令を有するコンピュータ可読媒体、を含むことも認識され
るであろう。
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【００７７】
　さらに、特定の特徴(feature)はいくつかのインプリメンテーションのうちのただ１つ
に関して開示されてきている可能性があるが、そのような特徴は、与えられた任意の、ま
たは特定のアプリケーションについて望ましく、そして有利である可能性があるように、
他のインプリメンテーションの１つまたは複数の他の特徴と組み合わされることができる
。さらに、用語「含む(includes)」、「含んでいる(including)」およびそれらの変形が
、詳細な説明または特許請求の範囲のいずれかにおいて使用される限りでは、これらの用
語は、用語「備えている(comprising)」と同様にして包含的であるように意図される。
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［１］　ワイヤレス通信システム内においてハンドオーバを実行するための方法であっ
て、　ＵＥに関連する現在のコンフィギュレーションを備える測定報告を受信することと
；　前記ＵＥのハンドオーバを容易にするために前記現在のＵＥコンフィギュレーション
に対して行われるべき１つまたは複数の変更を備えるデルタコンフィギュレーションを前
記ＵＥに対して送信することと；　を備える方法。
　［２］　前記ハンドオーバは、ソースｅＮＢから好ましいターゲットｅＮＢに対するイ
ンターｅＮＢ（拡張ノードＢ）ハンドオーバである、［１］に記載の方法。
　［３］　前記測定報告は、前記ＵＥから前記ソースｅＮＢへと送信され、そして前記好
ましいターゲットｅＮＢに関する情報を備える、［２］に記載の方法。
　［４］　前記デルタコンフィギュレーションは、前記ターゲットｅＮＢによって生成さ
れ、そして前記変更は、前記ソースｅＮＢから前記ターゲットｅＮＢへの前記ＵＥの前記
ハンドオーバのために必要とされる、［２］に記載の方法。
　［５］　前記デルタコンフィギュレーションは、トランスペアレントコンテナの中で前
記ターゲットｅＮＢから前記ソースｅＮＢへと送信される、［４］に記載の方法。
　［６］　前記ソースｅＮＢは、前記コンテナの中に備えられる情報の知識を獲得するこ
となく前記トランスペアレントコンテナを前記ＵＥに対して転送する、［５］に記載の方
法。
　［７］　前記ハンドオーバに関連する１つまたは複数の不可欠な情報または不可欠でな
い情報が、前記ＵＥに対して転送されることができるかどうかを前記測定報告から決定す
ること、をさらに備える、［２］に記載の方法。
　［８］　前記決定に少なくとも基づいて１つまたは複数の前記の不可欠な情報または不
可欠でない情報を前記ソースｅＮＢにおいて受信することをさらに備える、［７］に記載
の方法。
　［９］　１つまたは複数の前記の受信された不可欠な情報または不可欠でない情報を前
記ＵＥに対して転送する、［８］に記載の方法。
　［１０］　前記不可欠な情報だけが前記ＵＥに対して転送される、［９］に記載の方法
。
　［１１］　前記ソースｅＮＢは、前記ターゲットｅＮＢに前記不可欠な情報だけの前記
転送を通知する、［１０］に記載の方法。
　［１２］　前記ＵＥは、前記ハンドオーバの完了のすぐ後に前記ソースｅＮＢから受信
される前記情報を前記ターゲットｅＮＢに対して通信する、［１０］に記載の方法。
　［１３］　前記ハンドオーバはイントラｅＮＢハンドオーバである、［１］に記載の方
法。
　［１４］　前記ハンドオーバを容易にする、前記ＵＥに対して送信されるメッセージは
、ローカルコンフィギュレーションとトランスペアレントコンテナとの間の選択を備える
、［１３］に記載の方法。
　［１５］　通信システム内においてハンドオーバを容易にするための装置であって、
　ハンドオーバを望むＵＥの現在のコンフィギュレーションに関する情報を備える少なく
とも１つの測定報告を受信するレシーバと；　前記ＵＥについてのデルタコンフィギュレ
ーションを備える少なくとも１つのハンドオーバメッセージを生成するプロセッサと、な
お前記デルタコンフィギュレーションは、前記ハンドオーバを容易にするために前記現在
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のＵＥコンフィギュレーションの中で必要とされる１つまたは複数の変更を示す；　前記
メッセージを前記ＵＥに対して送信するトランスミッタと；　を備える装置。
　［１６］　前記測定報告は、前記ＵＥをサーブするソースｅＮＢにおいて受信され、そ
して好ましいターゲットＵＥに関する情報を備え、前記ハンドオーバは、インターｅＮＢ
ハンドオーバである、［１５］に記載の装置。
　［１７］　前記メッセージは、前記デルタコンフィギュレーションを備える少なくとも
１つのトランスペアレントコンテナを備える、［１６］に記載の装置。
　［１８］　前記レシーバは、前記ターゲットｅＮＢから前記トランスペアレントコンテ
ナを受信する、［１７］に記載の装置。
　［１９］　前記プロセッサは、さらに、１つまたは複数の不可欠な情報または不可欠で
ない情報が、前記ＵＥに関連する無線状態に関する情報を備える前記ＵＥからの前記測定
報告に少なくとも基づいて、前記ＵＥに対して送信されることができるかどうかを決定す
る、［１６］に記載の装置。
　［２０］　前記ＵＥに対して送信される前記メッセージは、前記プロセッサによって決
定されるような１つまたは複数の前記の不可欠な情報または不可欠でない情報を備える、
［１９］に記載の装置。
　［２１］　少なくとも１台のコンピュータに、ＵＥに関連する現在のコンフィギュレー
ションを備える測定報告を受信するようにさせるためのコードと；　少なくとも１台のコ
ンピュータに、前記現在のＵＥコンフィギュレーションに対して行われるべき１つまたは
複数の変更を備えるデルタコンフィギュレーションを受信するようにさせるためのコード
と；　少なくとも１台のコンピュータに、前記ＵＥのハンドオーバを容易にするために前
記ＵＥに対して前記デルタコンフィギュレーションを送信するようにさせるためのコード
と；　を備えるコンピュータ可読媒体、　を備えるコンピュータプログラムプロダクト。
　［２２］　前記測定報告は、前記ハンドオーバがインターｅＮＢハンドオーバであると
きに、好ましいターゲットｅＮＢに関する情報をさらに備える、［２１］に記載のコンピ
ュータプログラムプロダクト。
　［２３］　前記コンピュータ可読媒体は、少なくとも１台のコンピュータに、前記コン
テナの内容を復号することなく前記ＵＥに対して前記デルタコンフィギュレーションに関
する情報を備えるトランスペアレントコンテナを転送するようにさせるためのコードをさ
らに備える、［２２］に記載のコンピュータプログラムプロダクト。
　［２４］　前記コンピュータ可読媒体は、少なくとも１台のコンピュータに、１つまた
は複数の不可欠なコンフィギュレーションまたは不可欠でないコンフィギュレーションが
、前記ＵＥに関連する無線状態に関する情報をやはり備える前記測定報告に少なくとも基
づいて、前記ＵＥに対して送信されることができるかどうかを決定するようにさせるため
のコードをさらに備える、［２１］に記載のコンピュータプログラムプロダクト。
　［２５］　前記コンピュータ可読媒体は、少なくとも１台のコンピュータに、前記不可
欠でない情報が前記ＵＥに対して送信されることができないことが決定される場合に、前
記不可欠な情報だけを送信するために前記ターゲットｅＮＢに対してメッセージを送信す
るようにさせるためのコードをさらに備える、［２４］に記載のコンピュータプログラム
プロダクト。
　［２６］　前記コンピュータ可読媒体は、少なくとも１台のコンピュータに、前記の不
可欠な情報と不可欠でない情報との両方が前記ＵＥに対して送信されることができること
が決定される場合に、前記の不可欠な情報と不可欠でない情報とを受信するようにさせる
ためのコードをさらに備える、［２４］に記載のコンピュータプログラムプロダクト。
　［２７］　前記コンピュータ可読媒体は、少なくとも１台のコンピュータに、前記不可
欠でない情報が前記無線状態における変化に起因して送信されない場合に、前記不可欠で
ない情報の非送信に関する情報を備えるメッセージを前記ターゲットｅＮＢに対して送信
するようにさせるためのコードをさらに備える、［２６］に記載のコンピュータプログラ
ムプロダクト。
　［２８］　ハンドオーバを容易にするためのシステムであって、　１つまたは複数のＵ
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Ｅから前記ＵＥに関連する現在のコンフィギュレーションを詳述する１つまたは複数の測
定報告を受信するための手段と；　ハンドオーバを要求する少なくとも１つのＵＥを識別
するために前記測定報告を解析するための手段と；　前記ＵＥの前記現在のコンフィギュ
レーションに対する１つまたは複数の変更を指定する少なくとも１つのデルタコンフィギ
ュレーションを備えるメッセージを前記ＵＥに対して送信するための手段と；　を備える
システム。
　［２９］　解析するための前記手段はまた、前記測定報告に少なくとも基づいて、１つ
または複数の不可欠な情報または不可欠でない情報が前記ＵＥに対して送信されることが
できるかどうかを決定する、［２８］に記載のシステム。
　［３０］　受信するための前記手段は、前記ハンドオーバがインターｅＮＢハンドオー
バであるときに、好ましいターゲットｅＮＢからトランスペアレントコンテナの中で前記
デルタコンフィギュレーションを受信する、［２９］に記載のシステム。
　［３１］　送信するための前記手段は、前記解析する手段が、前記コンテナの詳細な内
容を検査することなく前記トランスペアレントコンテナを前記ＵＥに対して転送する、［
３０］に記載のシステム。
　［３２］　ワイヤレス通信システムの中でインターｅＮＢハンドオーバを実行する方法
であって、　ハンドオーバについての要求を受信することと、なお前記要求は、前記ハン
ドオーバを要求するＵＥに関連する現在のコンフィギュレーションに関する情報を備える
；　前記ハンドオーバを容易にするために必要とされる、前記現在のコンフィギュレーシ
ョンに対する１つまたは複数の変更を指定するデルタコンフィギュレーションを決定する
ことと；　トランスペアレントコンテナの中で前記デルタコンフィギュレーションを送信
することと；　を備える方法。
　［３３］　前記ＵＥを現在サーブするソースｅＮＢから受信されるメッセージに基づい
て、１つまたは複数の不可欠な情報または不可欠でない情報を前記ＵＥに対して送信する
ことをさらに備える、求項３２］に記載の方法。
　［３４］　前記ハンドオーバ中に前記ＵＥに対して送信される情報に関するメッセージ
を前記ＵＥから受信する、［３３］に記載の方法。
　［３５］　前記不可欠でない情報が前記ソースｅＮＢによって前記ＵＥに対してリレー
されなかった場合に、前記ハンドオーバの完了のすぐ後に前記不可欠でない情報を前記Ｕ
Ｅに対して再送信する、［３４］に記載の方法。
　［３６］　通信システム内においてハンドオーバを容易にするための装置であって、
　ハンドオーバを要求するＵＥの現在のコンフィギュレーションに関する情報を受信する
レシーバと；　前記ＵＥについての少なくとも１つのデルタコンフィギュレーションを決
定するプロセッサと、なお前記デルタコンフィギュレーションは、前記ハンドオーバを容
易にするために前記現在のＵＥコンフィギュレーションにおいて必要とされる１つまたは
複数の変更を示す；　トランスペアレントコンテナの中で前記デルタコンフィギュレーシ
ョンを送信するトランスミッタと；　を備える装置。
　［３７］　前記トランスミッタは、さらに、前記ＵＥを現在サーブするソースｅＮＢか
ら受信されるメッセージに基づいて、１つまたは複数の不可欠な情報または不可欠でない
情報を送信する、［３６］に記載の装置。
　［３８］　少なくとも１台のコンピュータに、ハンドオーバについての要求を受信する
ようにさせるためのコードと、なお前記要求は、前記ハンドオーバを要求するＵＥに関連
する現在のコンフィギュレーションに関する情報を備える；　少なくとも１台のコンピュ
ータに、前記ハンドオーバを容易にするために必要とされる、前記現在のコンフィギュレ
ーションに対する１つまたは複数の変更を指定するデルタコンフィギュレーションを決定
するようにさせるためのコードと；　少なくとも１台のコンピュータに、トランスペアレ
ントコンテナの中で前記デルタコンフィギュレーションを送信するようにさせるためのコ
ードと；　を備えるコンピュータ可読媒体、　を備えるコンピュータプログラムプロダク
ト。
　［３９］　前記コンピュータ可読媒体は、少なくとも１台のコンピュータに、前記ＵＥ
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を現在サーブするソースｅＮＢから受信されるメッセージに基づいて１つまたは複数の不
可欠な情報または不可欠でない情報を前記ＵＥに対して送信するようにさせるためのコー
ドをさらに備える、［３８］に記載のコンピュータプログラムプロダクト。
　［４０］　前記コンピュータ可読媒体は、少なくとも１台のコンピュータに、前記ハン
ドオーバ中に前記ＵＥに対して送信される情報に関するメッセージを前記ＵＥから受信す
るようにさせるためのコードをさらに備える、［３９］に記載のコンピュータプログラム
プロダクト。
　［４１］　ワイヤレス通信システム内においてハンドオーバを実行するための方法であ
って、　ＵＥの現在のコンフィギュレーションを備える測定報告を送信することと；　前
記現在のコンフィギュレーションに対して行われるべき１つまたは複数の変更を備えるデ
ルタコンフィギュレーションを受信することと；　前記ハンドオーバを容易にするために
前記デルタコンフィギュレーションをインプリメントすることと；　を備える方法。
　［４２］　前記ハンドオーバは、ソースｅＮＢから好ましいターゲットｅＮＢへのイン
ターｅＮＢ（拡張ノードＢ）ハンドオーバである、［４１］に記載の方法。
　［４３］　前記測定報告の中で前記ソースｅＮＢに対する前記好ましいターゲットｅＮ
Ｂを示すことをさらに備える、［４２］に記載の方法。
　［４４］　前記デルタコンフィギュレーションは、前記ソースｅＮＢからのトランスペ
アレントコンテナの中で受信される、［４２］に記載の方法。
　［４５］　前記測定報告の中に前記ＵＥに関連する無線状態に関する情報を含むことを
さらに備える、［４２］に記載の方法。
　［４６］　前記測定報告の中で送信される無線状態に少なくとも基づいて前記ソースｅ
ＮＢから１つまたは複数の不可欠な情報または不可欠でない情報を受信すること、をさら
に備える［４５］に記載の方法。
　［４７］　前記ハンドオーバの完了のすぐ後に前記ソースｅＮＢから受信される前記情
報に関する情報を備えるメッセージを前記ターゲットｅＮＢに対して送信することをさら
に備える、［４６］に記載の方法。
　［４８］　ワイヤレス通信システムの中でハンドオーバを容易にするための装置であっ
て、　ＵＥに関連する現在のコンフィギュレーションと無線状態とに関する情報を備える
少なくとも１つの測定報告を生成するプロセッサと；　前記測定報告を送信するトランス
ミッタと；　デルタコンフィギュレーションを備えるメッセージを受信するレシーバと、
なお前記デルタコンフィギュレーションは、前記ハンドオーバを容易にするために必要で
ある、前記現在のコンフィギュレーションに対する変更を詳述する；　を備える装置。
　［４９］　前記ハンドオーバは、ソースｅＮＢから好ましいターゲットｅＮＢへのイン
ターｅＮＢハンドオーバである、［４８］に記載の装置。
　［５０］　前記測定報告は、前記好ましいターゲットｅＮＢに関する情報をさらに備え
る、［４９］に記載の装置。
　［５１］　前記受信されたメッセージは、前記送信された無線状態に少なくとも基づい
て、１つまたは複数の不可欠な情報または不可欠でない情報をさらに備える、［４９］に
記載の装置。
　［５２］　少なくとも１台のコンピュータに、ＵＥの現在のコンフィギュレーションを
備える測定報告を送信するようにさせるためのコードと；　少なくともコンピュータに、
前記現在のコンフィギュレーションに対して行われるべき１つまたは複数の変更を備える
デルタコンフィギュレーションを受信するようにさせるためのコードと；　少なくとも１
台のコンピュータに、前記ハンドオーバを容易にするために前記デルタコンフィギュレー
ションをインプリメントするようにさせるためのコードと；　を備えるコンピュータ可読
媒体、　を備えるコンピュータプロダクトプログラム。
　［５３］　前記ハンドオーバは、ソースｅＮＢから好ましいターゲットｅＮＢへのイン
ターｅＮＢ（拡張ノードＢ）ハンドオーバである、［５２］に記載のコンピュータプログ
ラムプロダクト。
　［５４］　前記コンピュータ可読媒体は、少なくとも１台のコンピュータに、前記測定
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報告の中で前記好ましいターゲットｅＮＢを前記ソースｅＮＢに対して示すようにさせる
ためのコードをさらに備える、［５３］に記載のコンピュータプログラムプロダクト。
　［５５］　前記コンピュータ可読媒体は、少なくとも１台のコンピュータに、前記ソー
スｅＮＢからトランスペアレントコンテナの中で前記デルタコンフィギュレーションを受
信することを容易にするようにさせるためのコードをさらに備える、［５３］に記載のコ
ンピュータプログラムプロダクト。
　［５６］　前記コンピュータ可読媒体は、少なくとも１台のコンピュータに、前記測定
報告の中に前記ＵＥに関連する無線状態に関する情報を含むようにさせるためのコードを
さらに備える、［５３］に記載のコンピュータプログラムプロダクト。
　［５７］　前記コンピュータ可読媒体は、少なくとも１台のコンピュータに、前記測定
報告の中で送信される無線状態に少なくとも基づいて前記ソースｅＮＢから１つまたは複
数の不可欠な情報または不可欠でない情報を受信するようにさせるためのコードをさらに
備える、［５６］に記載のコンピュータプログラムプロダクト。
　［５８］　前記コンピュータ可読媒体は、少なくとも１台のコンピュータに、前記ハン
ドオーバの完了のすぐ後に前記ソースｅＮＢから受信される前記情報に関する情報を備え
るメッセージを前記ターゲットｅＮＢに対して送信するようにさせるためのコードをさら
に備える、［５７］に記載のコンピュータプログラムプロダクト。
　［５９］　ハンドオーバを容易にするためのシステムであって、　ＵＥに関連する現在
のコンフィギュレーションと無線状態とを備える測定報告を生成するための手段と；　前
記測定報告を送信するための手段と；　前記ハンドオーバを容易にするために必要とされ
る、前記現在のコンフィギュレーションに対する１つまたは複数の変更を詳述するデルタ
コンフィギュレーションを備えるハンドオーバメッセージを受信するための手段と；　を
備えるシステム。
　［６０］　前記ハンドオーバメッセージは、トランスペアレントコンテナの中で前記デ
ルタコンフィギュレーションを搬送する、［５９］に記載のシステム。
　［６１］　前記ハンドオーバメッセージは、前記測定報告の中で送信される前記無線状
態に少なくとも基づいて１つまたは複数の不可欠な情報または不可欠でない情報をさらに
備える、［５９］に記載のシステム。
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